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株
式
会
社
に
お
い
て
業
務
執
行
・
監
査
は
誰
の
た
め
に
甘
わ
れ
る
か

中
国
に
h

仰
げ
る
凶
有
株
問
題
を
素
材
と
し
て

金

鈎

華

，~ 

じ

め

株
式
会
引
は
法
人
、
と
さ
れ
て
い
る
～
路
、
会
引
ー
」
咋
と

L
て
議
列
全
両
L
必
務
を
負
う
こ
ζ

は
す
つ
ま
で
も
ぽ
h

炉
、
八
百
祉
の
法
人

絡
は
ヨ
九
件
の
渋
作
坦
係
を
前
半
に
す
る
た
め
に
一
認
め
ら
れ

r法
技
術
に
す
ぎ
ず
、
株
式
会
社
仕
業
の
実
質
の
所
有
有
は
株
、
土
で
あ
る

以
上
、
企
業
の
え
配
権

J
P
一
心
仕
立
ペ
の
ヌ
印
刷
一
の
1
1有
者
で
丸
る
味
、
一
て
に
い
悼
す
る
の
が
叶
然
で
な
け
れ
ば
は
ら
ん
は
～
し
か
し
、
妹
、
l

は
多
数
一
に
ふ
i

心
る
た
め
じ
ら
業
務
執
行
さ
れ
》
つ
こ
と
は
泣
当
で
は
な
く
、

専
門
家

立
川
引
綿
仰
刊
日J
泊
、

占州、

l
J
円立へ
J

占
ず

A
I
l

－」
に
ιド
ザ
竹
一
向
る

る

（
所
有
と
れ
営
心
分
離
／
勺
三
む
よ
う
に
F

附
訂
と
経
勺
い
は
分
維
き
れ
る
が
、

所
有
は
将
、
ぜ
〔
軒
コ
ン
ド
口

1
ル
す
る
必
要
、
川
1
ぬ
る
F

林

主
総
長
り
必
叶
問
機
悶
N
U
は
こ
一
、
mw
、
三
一
か
れ
る
、
し
か
し
、
株
主
や
件
、
土
総
会
が
取
締
役
一
り
業
務
M
M
行
や
会
計
処
刑
の
合
作
を
常
時
監

慌
し
て
臨
殺
に
達
W
な
行
動
を
と
る
よ
う
期
的
叶
す
る
ミ
と
は
威
一
五
的
で
は
以
〈
、
仇
十
心
一
工
業
務
執
行
機
能
、
U
R
凶
陵
化
、
祷
雑
化
、
専
門

げ
】
を
ぷ
何
言
、
Q
J
1

る
業
務
執
行
機
関
の
よ
後
九
以
一
性
円
前
’
高
ま
る
々
で
、
所
長
い
よ
る
経
常
心
コ
ン
ト
「

V
tル
惚
艇
を
ー
丈
史
化
し
補
完
す
る
も
の

と
し
て
信
託
機
関
が
覧
か
れ
る
J
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一
九
九
一
可
に
悩
む
さ
れ
た
中
同
会
社
法
（
巾

一4
一

以
一
公
寸
法
」
は
、
株
式
夫
社
は
企
業
法
人
で
あ
る
と
明
確
に
定
ぬ
て
い

る

／
会
一
条
）
〔
山
中
川
公
社
出
に
お
け
る
株
式
会
社
心
機
関
山
一
、

役
京
大

円
取
点
意

R
J山
之
機
関
と
し
て
mv
林

l
総
会

（
中
同
」
川
で
は

ι 
日川

、
業
務
改
行
機
阪
と

L
て
れ
取
締
役
会
（
中
同
認
さ
は
「
前
卓
会
）
、
業
務
執
行
の
拡
併
殺
肢
と
し
て
の
孟
事
会
心
つ
む
後
間

に
よ
れ
構
成
さ
れ
る
υ

中
国
の
株
式
ム
ゃ
れ
に
お
け
る
機
関
心
分
化
の
形
殺
は
、

k

イ
ノ
国
一

一昨
A
M
役
会
制
民
）
と
ア
ぇ
リ
カ
刑

役
会
・
執
行
役
貝
制
民
）
（
り
折
京
別
で
あ
り
、
監
事
（
t
川
市
人
民
）
と
取
締
役
会
の
内
方
合
採
用
し
て
い
る
と
い

似
v
J
て
い
る
c

は
百
字
と
顎

以
同
ピ
恥
お
け
る
ハ
札
ふ
ぷ
へ
の
凹
p

七
〈
ド
す
な
す
阜
の
プ
ロ
セ
ス
と
別
自
治
的
背
宗
す
考
祭
〆
、
件
ゃ
ん
ム
ド
ー
に
釘
け
る
山
九
日
ア
f

と
L
C
の

国
家
が
拠
出
じ
た
資
本
に
閑
ず
る
制
立
及
び
同
京
株
ム
権
行
伸
一
判
制
反
に
存
f
司
令
会
什
法
叩
崎
市
／
「
J

て
の
早
ハ
質
性
な
い
し
は
特
異
什
を
祈

v

た
う
え
↑
〈
、
羽
行
会
社
法
及
び
河
川
注
尚
法
の
い
ト
ぃ
作
人
川
J

ら
み
て
、
業
務
執
行
乙
慌
査
は
議
の
乙
め
｛
ケ
れ
わ
れ
る
の
か
と
J

う
間
話

の
で
あ
る
n

所
有
権
と
料
，
H
維
の
分
政

建
国
後
、
良
市
か
ら
企
業
へ
の
桜
利
譲
歩
を
め
く
る
成
羊
が
絞
え
ず
れ
わ
れ
た
も
の
の
、
を
れ
は
臼
の
1
川
山
経
治
れ
制
を
緋
げ
す
る

と
と
を
前
提
と

L
て
ノ
打
わ
れ
た
も
む
で
、
企
業
改
革
と
い
う
よ
れ
も
む
［
ろ
既
存
体
制
む
は

AJL過
戸
な
い
も
の
で
ゐ
っ

事
情
的

た
ゃ
ん
業
設

ιーは

九
じ
八
』
末
（
け
中
国
共
産
党
中
央
委
一
一
会
第

一
期
第
一
一
凶
1

十
八
九
百
へ
以

F
「党

明
一
一
凶
ん
ヘ
ー
と
い
う
J

て

ル
札
口
円
、
悶
段
、
り
政
策
い
P
提
起
さ
れ
ず
か
ら
始
ま
う
た
と
い
え
よ
う
従
来
、

二
刊
げ
る
経
伝
決
L
T
t
作
は
咋
血
八
か
ら
地
方
に
わ
勺
る

各
政
的
に
i

J

J

ケ
つ
れ
、

同
rJ司
心
士
官
に
お
い

E
ば
政
年
へ
の
お
一
同
性
が
決
厚
で
あ
ハ
九
人

し
た
が
ノ
て
が
日
若
－
M
A
び
従
砂
市
一
討
の
イ
ノ
七
〆

フ
ィ
／
と
創
造
性
ゃ
れ
只
ー
ν
、

へ1W
宋
の
イ
山
々
と
牛
怠
力
を
川
上
さ
せ
る
の
が
、
、
心
的
の
企
業
改
章
何
J
4

豆
吹
な
認
一
世
で
あ
う
p
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古川
H
h正
常
刀
述
人
情
し

回
世
企
業
の
建
凶
し
む
第
段
市
は
、
企
来
心
戸
ム
下
権
拡
大
成
本
で
あ
る
合
去
の
経
事
店
、
土
作
刊
を
比
大
寸
べ
き
で
め
る
と
判
確
に

従
返
し
た
む
は

J
正

期
巨
人
会
一
ず
に
お
る
が
、
そ
れ
を
具
仏
化
し
た
の
が
ー
凶
営
仕
業
の
続
料
管
理
に
民
ナ
る
白
王
権
紙
十
九
に

コ、
f

、ノ
J

z

；l
j
ヲ
宵
凡
り

IL

j

f

々

L
7
’

一
中
川
誌
で
は
関
I
拡
大
凶
J
Uい
企
業
経
常
ん
出
叩
白
王
括
的

L
i川市
4
U

）
で
あ
る
d

凶
言
令
業
の
白
！
L
権
批

人
改
f

中
心
取
組
み
は
、
ァ
二
り
絞
の
坦
命
Jd開
ι
h
M山
い
て
正
要
な
さ
援
を
J
『

f
ず
る
も
の
と
な
コ
に
｝
し
か
し
、

い
民
治
は
、
土
に
旧
体

株式公Itに：Lt,"C誌が；7J：，ネ二 広告は諜O);cめこ行われるか

制
に
討
す
る
批
判
ピ

21ゴ
あ
ま
り

ま
た
構
築
す
べ
き
斜
体
制
の
ギ
一
デ
ル
ド
対
す
る
認
識
が
た
お
不
十
分
な
士
ま
必

ιさ
れ
た
た
め

う：自
お二己
主己 十在
住 1f:
,, k 
1 J) 
つ誠
ロJ型
" ' 
性コ
計三 て

で，；1
い f~i!
~－－ ，＼、

い f!<:
・j sず
つる

ヱミ

レ〉

手

）

L
h
d
内
F

三
、
「
し
斗
J
h

主性市内内
J
U
Hい
れ
が
げ

ρ
、JJ

こ一たソ、

川比
U
川山戸斗
J
i
d
y
J
l
M
作戸川にじ一
R
1
ノ
7
中A
r

4

一

第
一
弐
阪
は

へ
の
内
科
枕
い
バ
ア
に
対
す
る
改
革
で
あ
る
か
、
そ
の
せ
容
は
N

引一山む白河一り
C
占める
n

つ
は
、
河
消
印
刷
似
で
あ
G
U

九
う
白
九
年
古
ら
け
施
行
さ
れ
～
ー
出
台
余
業
に
お
け
る
川
一
位
向
当
阪
の
実
行
規
定
i

一
、
中
戸
川
諮
で
は
一
法
一
j
忠
清
令
業
実
行
列
一
昨
山
匂
成
治

規
む
）
は
、
各
品
開
積
？
リ
金
と
午
度
引
刊
か
ら
一
む
の
割
合
ケ
↓
日
出
し
、
そ
の
割
合
に
基
づ
か
J

企
業
に
引
い
潤
留
保
が
で
き
る
よ
う
権
摂

一
ゲ
↓
小
え
に
じ
一
一
れ
に
よ
わ
企
業
以
沼
似
し
戸
～
引
向
か
ら
止
ν件
発
μ
段、

む
祉
な
ら
び
に
辺
助
咋
J

に
慢
す
る
結
？
U
令
を
設
定
「
る
一
」
と
が
で

き
る
よ
う
に
立
っ
た
v

' Yコ
つ

i手

企
業
の
収
日
に
引
回
し
て
国
内
む
利
潤
納
か
ら
国
へ
の
純
金
納
判
に
丸
山
均
一
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
F

の
一
つ
の
段
m
b
y
持
し
て
行
わ
ト
引
い
た
v

と
れ
い
り

r以
J

中
は
、

引
制
約
と
税
金
州
刑
判
心
依
存
一
と
一
γ

似
合
納
付
一
本
化
一

以
の
茨
木
全
経
t
企
業
に
は
帯
i

叩
刊
と
千
百
何
年
（
山
、
円
識
が
す
生
え
、

H
1
産
効
率
が
川
上
L
、
令
業
紅
会
は
か
つ
て
な
い
刺
激
を
苧
づ
け
て

立J
・+' 

る
レ

ロ

Jヮ＝
統
的

計
出
伝
j宍
f小
市l
i土
i!lti 
半辻
本介

ズ

〈コ
h 
匂

なつ

ま
に
、

既
存
心
守
洋
資
源
の
国
家
刈
f

号
制

一
昨
日
半
戸
さ
入
旧
け
れ
ば
ー
ル
刊
し
い

モ
ア
ル
の
情
摂
も
で
き
な
い
と
し
う
意
識
が
改
革
の
注
必
に
と
も
な
っ
て
以
次
高
ま
3

て
き
た
－

の
一
吉
ノ
必
背
景
の
も
と
で
、
企
業
に
お
け
る
川
右
様
、
二
符
営
権
の
分
離
の
必
袋
刊
に
つ
い
て
の
認
識
が
司
市
川
：
）
て
形
成
さ
れ
た
ζ

い
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つ

所
有
株
と
経
営
体
怖
心
分
球
乞
め
ぐ
る
改
苧

ι 
日川

こ
こ
己
い
う
所
有
終
と
校
営
権
む
分
析
と
は
、
政
府
が
企
業
経
刊
に
介
入
せ
ず
企
業
u
m
d

独
ー
一
の
判
断
で
経
官
一
一
ノ
打
、
つ
と
い
う
こ
と
で

あ
る
わ
一
そ
の
共
体
的
抗
置
2
し
℃
以
下
の
も
の
が
苧
へ
さ
れ
わ
ん
ハ

μ
f
J手
詰
負
責
任
制
伐
の
専
一
人
で
み
る
J

詰
負
と
い
う
方
出
は

4
阿
の
門
一
川
村
改
f

り
に
川
市
い
ら
れ
ん
止
の
－
成
果
を
以
め
る
こ
し
、

一へ

ι

が
で
き
』
ぺ
た
め
、
川
叫
ん
」
円
子
公
品
ー
に
も
導
入
さ
れ
た
の
で
あ
る
r

しし
m
J
J
、
清
負
経
営
支
任
制
は
1
引
に
な
間
関
4

ノ
〆
一
昨
み
出
ど
ん
ν

J

1

な

一つ
h
、

ね
也
、
詩
品
川
制
の
一
一
人
に
あ
た
っ
て
は
囚
家
へ
の
利
河
川
上
納
会
一
録
保
す
る
ミ
と
の
み
予
三
税
さ
れ
、
阿
佐
肝
心
H

ン
ス
フ
ム
の
構
築
に
つ
し
て

は
議
論
さ
れ
江
く
な
っ
に
の
で
あ
る
J

さ
ら
に

お
い
て
は
利
符
の
み
が
肢
は
日

一
的
、
技
術
開
花
の
材
潟
、
政
備
の
伎

い
山
市
て
伴
”
の
知
期
ろ
も
為
が
刊
に
付
く
よ
う
に
な
ペ
ー
た
。
そ
の
一
は
か
、
請
負
制
に
お
い
て
は
可
ユ
刊
潤
乙
悦
金
納
付
に
刻
ム
nJ
る
政
滑
り
へ
ノ

入
体
制
ザ
Jhu
叫
休
刊
さ
れ
て
い
に
た
け
の
、

企
業
の
政
府
へ
の
佼
行
性
は
佼
伏
、
／
）
し
て
残
？
れ
、

～
叶
十
什
徒
一
川
引
川
判
権
の
分
離
を
け
尽
く
る
改
本
も

下
想
通
り
ド
ロ
日
推
進
で
き
な
か
っ

J

も
う
一
つ
は
、

リ
ー
ス
経
常
制
度
心
道
、
人
で
為
る
に

一
九
八
八
J

寸
に
一
九
十
民
所
右
制
小
似
し
業
企
業
の
リ
l
ス
経
常
に
認
す
長
判
定

条
例

一
中
凶
認
で
は
一
人
工
比
一
吋
有
制
小
型
T
l
w
米
企
業
利
組
員
経
呂
智
行
条
例
一
）
民
公
布
き
計
士
山
村
u
V
R
的
、
権
利
英
仏
段
、

ram

計
宵
刀
法
及
び
支
払
期
間
等
草
安
江
事
尻
市
に
つ
い
て
は
り

1
3ハ
経
心
一
約
し
む
め
る
よ
う
に
は
り

条

i¥_ 

ゐζ
オド之、

賃
借
人
の
い
町
下
白
÷
丁
権
は
拡
i
ん
さ
れ
た
も
の
の
、
立
川
村
人
心
JW
矧
志
向
的
と
川
湖
、
か
口
立
つ
よ
う
に
h
h
ぺ
介
は
か
、

損
失
に
い
れ
す
る
笠

ヰ
人
心
括
償
↓
小
限
等
の
問
題
♂
or
訓
ー
に
に
守
v

J

3 

＇＂、
一
九
八
八
司
に
制
心
さ
れ
た
ん
尺
川
台
制
T

仁
会
佐
業
法
｛
以

F
「
〈
1
業
法
L

と
附
附
す
る
）

に
お
い
て
初
め
て
所
右
宝
ー
と
し
村
営
権
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の
分
離
が
決
定
さ
れ

「
合
柴
山
二
条
二
羽
～
、

九
}!, 

ー
に
制
ハ
記
さ
れ

r
「～
μ
ん
川
有
制
仁
川
浪
企
業
転
換
粍
営
メ
カ
一
人
ム
条
例

（
巾
凶
諸
こ
は
一
九
日
託
研
自
制
i
業
企
業
転
換
経
営
札
制
条
例
一
、
以
下
一
転
換
久
市
内

と
同
町
ず
る
J

で
は
れ
骨
格

r
っ
き
許
細
白
川
崎

｛
疋
が
加
え
ら
れ
た
（
松
挽
条
例
六
条
｛
一
一
一
条
コ
牡
悦
条
例
第
六
条
は
γ行
官
桧
L

は
7

山
有
、
使
用
段
ひ
処
分
む
総
削
除
が
ん
片
ま
れ
る
1
J

｛
疋
め
、
内
第
一
凶
粂
は
さ
ら
～
凶
右
資
詳
の
1

日
体
値
増
依
」
を
r
吋
提
と
し
て
説
全
納
付
怯
恨
の
向
凶
判
外
資
金
に
対
し
て
処
分
権
限
を
与
え
て

い
る
つ
以
か
ら
す
る
と
、
企
業
々
州
舟
者
「
す
な
わ
ち
岡
京
、
は
山
口
平
日
叫
に
広
範
な
径
一
匹
権
ー
ピ
与
え
た
と
門
JJ
て
よ
い
だ
ろ
う
じ

株式公Itに：Lt,"C誌が；7J：，ネ二 広告は諜O);cめこ行われるか

V
J
h
L
、川
V1甘
口
・
色
刷
ど
が
泊
切
に
行
わ
れ
ず
ん
」
円
が
が
符
吋
同
損
失
な
被
7
7
h
y
hづf
一は、

の
責
任
主
朽
（
わ
ね

グ
ふ
－
pf
ナ
つ
ら
J
本

L
U
J
』

1
J
i
i

（
転
換
条
河

一日

利
に
mw山
い
た
こ
い
う
〉
前
記
の
改
平
は
い
す
れ
も
国
骨
企
業
に
お
け
る
資
廷
の
所
会
能
は
出
家
計
J

右
1

1

3
、
の
経
営
も
汽
が
の
川
長
時
ー

九
条
三
ま
た
川
国
家
が
所
phu
権
ur
有
す
る
こ
と
は
、
れ
t
U考
と
従
来
一
日
の
イ
ン
セ
／
子
ィ
プ
の
向
上
に
不

を
有
す
る
政
刊
が
訓
一
司
と
、
う
こ
ζ

が
前
提
と
き
れ
て
お
り
、
株
t
A
ん
ム
社
刻
度
り
で
つ
な
河
有
と
粁
r
J
U
D
－
－
維
を
凶
っ
～
総
凶
や
は
な

日J
っ
丈
一
り
で
為
る
ハ
企
業
は
出
家
ぞ
い
ノ
続
日
片
山
・
管
洋
な
委
ね
h
，
れ
に
限
停
を
も
っ
と
仇
ん
げ
し
て
宮
町
ー
ー
を
魚
、
っ
こ
4

止
め
ら
れ
て
い
る
ゐ

「
民
法
涜
羽
』
八
条
、
ド
h

主
主

J

！？，、
J
3

所、

中
川
常
企
業
は
名
U
ャ
ム
の
法
人
に
す
ぎ
ず

実
質
均
に
は
自
ら
の
独
？
リ
し
た
対
肖
で
責
任

役
ペ、

一
ゲ
↓
む
？
っ
と
し
う
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
確

Y
吉
れ
な
か
っ
た
と
レ
ら
え
る
一
し
か
も
決
社
件
後
の
ギ
一
益
の
帰
属
rL
一
泊
し
て
も
所
有
者
で
あ
る
民
家
乃

支
記
に
よ
り
応
終
的
に
は
作
業
と
の
連
結
が
切
断
3
れ
て
し
ま
h

つ
状
況
で
み
う
た
わ

が
所
有
権
JY
ム廿し、

凶
休
C
法
律
問
川
町
古
簡
単
に
す
る
七
め
に
認
め
ら
れ
だ
け
一
山
校
市
L

す
ぎ
な
い
v

出
附
ー
か
に
従
来
れ
い
り
よ
》
っ
た
凶
家

八
豆
一
ー
が
経
常
株
主
ん
け
す
る
と
い
久
が
営
一
七
ヂ
止
も
民
的
に
は
寸
一
泊
す
る
も
の
で
は
は
じ
、
所
有
権
2
経
J
Y格
心
分

日
い
人
格
と
い
う
の
は
、

昨
十
円
論

h

岡
下
企
業
の
改
日
門
に
演
撃
を
与
九

部
の
同
一
円
令
業
の
が
い
i

は
沼
恒
己
化
予
れ
に
ぷ
、
全
体
的
に
は
赤
中
ふ
れ
詳
の
国
，
k
’t4t大の

数げか川
Hn
丈
、
）
た
、
一
と
は
こ
の
開
計
の
限
界
の
支
れ
と
い

前
記
の
改
革
に
お
い
て
は
、
全
世
六
h
p
営
陣
の
イ
プ
吋
」
ン
テ
ィ
ブ
JK
向
上

の
適
法
性
と
効
λ

中
性
を
最
十
、
限
に
確
保
1
L

、
川M
資
布
、
作
問
権
μ
匂
改
び
従
来
買
わ
利
誌
を
分
に
反
映
す
る
い
一
と
が
む
き
な
い

、J
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としい
q

う
こ
と
が
店
、
デ
れ
、
企
業
改
川
市
ん
ら
史
請
が
さ
ら
に
品
去
る
と
も
に
法
性
清
の
必
要
性
に
対
ず
る
認
識
皮
も

層
心
J
L

一
し
た
U

山
例
代
r
U
十
川
本
制
皮
心
構
築

ι 
日川

l 

現
代
企
業
制
肢
と
は

攻
代
金
主
制
民
心
提
起

一
ん
7

ぺ
一
一
ギ

凡
に
阿
倍
さ
れ
た
川
市
凶
大
並
免
白
央
を
閉
会
第
ふ
日
期
約
一
一

M
K会
で
は
「
J

凹
共
単
冗
甲
対
－
安
一
民
会
心
ぶ
い
会
、
？

設
計
悶
怖
が
済
体
制
の
構
築
山
関
す
る
υ
七
一
の
内
山
ピ
関
す
る
決

（4
同
一
訪
日
で
は
「
d
Hハ
ー
央
悶
了
迷
〆
一
社
会
菜
市
場
経
」
出
体
制

者
γ
I
問
題
的
決
定
一
（
（
川
μ
下
氏
定
ー
一
路
川
」
i
q）
子
な
手
れ
、
初
の
亡
現
代
位
朱
制
庁
一
体
比
十
一
に
お
け
る
は
様
、
ニ

U
Mが
一
小
さ
れ
て
」

決
定
t

で
は
羽J
代
企
業
制
度
総
υ川
市
け
司
擦
は
一
財
庄
小
池
制
度
を
構
築
L
、
権
限
乙
責
刊
を
明
確
に
し
、
は
紅
宮
汁
日
王
議
を
p

山
ト
さ
山
己
、

（お一

作
業
統
治
の
合
珂
化
を
川
る
よ
う
な
企
業
制
皮
J

／
一
世
間
祭
主
句
、

7
よ
で
占
め
よ
巳
乙
明
言
さ
れ
ー
～
ハ

し
か
し
、

現
代
合
川
柄
引
判
皮
に
お
け
る
企
業
の
形
態
を
め
く
つ
で
議
出
が
分
か
れ
て
レ
】
ゐ
〈
八
さ
く
分
類
す
7

匂
と
、

現
代
K
札
業
の
組
織

短
長
に
は
去
礼
を
は
じ
仏
り
と
す
る
多
種
顎
の
作
業
組
識
が
六
ま
れ
る
ぺ
ヘ
そ
の
う
ち
ん
訂
利
組
織
か
並

Zlり
町
一
或
は
代
表
的
で
あ
る
と
ヲ
る

計

）

一

一

ゐ

乳
と
、
会
悼
の
組
織
刻
型
に
畑
山
る
と
す
る
説
の
一
一
つ
が
め
る
わ
ふ
町
村
の
組
織
類
以
に
閉
山
る
と
す
る
説
？
で

h
L
具
、
私
化
し
た
の
が
、
現

代
企
業
の
止
豆
一
約
一
色
山
説
明
期
主
に
株
式
会
社
で
あ
る
と
寸
る
れ
い
と
株
1
礼
会
社
に
阪
司
令
「
す
Q

一
一
昨
ー
よ
め
る
v

一
」
の
よ
う
に
議
論
は
分
か
れ

て
い
る
も
の
の
、
ム
訂
作
へ
り
組
織
広
換
が
今
絞
（
U
凶
有
企
業
の
攻
誌
に
お
い
て
手
足
な
4
問
題
で
あ
る
と
い
ぷ
認
設
に
つ
い
て

cい
る
J
一
六
円
っ
て
よ
い
吃
ろ
、
っ

現
代
金
需
制
度
の
構
図

現
代
～
ι業
判
例
山
茂
心
構
築
に
お
い
J
L
戸
豆
大
な
課
辺
と
な
っ
～
ー
の
が
、
法
主
怖
心
開
示
て
あ
る
。
こ
こ
と
、
羽
代
人
ト
議
制
花
が
提
が
さ
れ

12'. ledごJ"' J、 i）・↑ L!い 1311 c引"Y_ I i J 



て
か
ら
行
わ
れ
た
で
な
山
法
ま
に
は
政
策
の
医
院
を
繋
却
し
て
み
る
c

Z
亡の

－十一部十々
、今、
hυ
一し

一
九
九
一

ι
のム青山いい氏

ιが
挙
げ
ら
れ
る
ン
こ
れ
は
日
出
家
が
所
有
L
M
M
つ
thら
経
営
吉
析
し
う
と
い

4
同
営
紙
立
が
社
会
主
義
人
唱
え
州

有
制

rp山
れ
て
あ
ゐ
と
い

（
吹
い
市
以
前
の
憲
必
U
条
）
を
弘
換
し
、
同
家
の
所
有
が
維
持
さ
れ
る
の
が
忙
会
主
義
全
民
所
令
制
経

株式公Itに：Lt,"C誌が；7J：，ネ二 広告は諜O);cめこ行われるか

、
企
業
経
宵
に
対
す
る
政
府
の
升
一
人
中
」
解
除
す
る
と
い
う
ん
引
的
安
勢
守
点

明、
J

た
も
の
で
あ
る
じ
そ
れ
に
」
同
時
に
、
凶
吋
リ
全
日
了
（
投
下
L

以
前
の
士
山
法
八
条
）
を
岡
本
υ
A
4
l
z
v
法
一
ハ
条
）

で
あ
る
と
ん
日
開
門
つ
行
る
こ
と
山
ょ
う
て

戸
、
と
改
め
、
同
友
の

お
専
に
版
託
す
一
る
こ
J

及
川
内
国
家
計
司
山
一
任
務
j

主
出
成
手
ル
リ
ゐ
と
い
う
目
務
（
改
正
山
前
の
忘
法
八
九
宍
一
を
削
除
、
九
回
右
〈
一
ー
煮
に

経
営
む
ι円、
i
宝
ー
を
う
え
に
つ

そ
の
一
一
企
業
法
人
財
民
権

2
tお

仇
定
」
は
、
7

川
有
企
業
合
会
判
ζ

い
う
が
織
に
牝
換
一
G
J

ゐ
の
は
現
代
合
来
年
川
皮

「れ一

わ

c

決

7
一
で
は
初
昨
て
企
業
法
人
対
応
権
と
い
う
概
念
口
刷
い
ら
れ
た
か
、
出
資
者
の
イ
ー
有
権
と
企
業
法
人
討
藍
憶
を
分
枕
す
る

お
円
る
布
力
日
試
み
で
ふ
ぬ
る
ζ

衣
川
し

ご
と
ぽ
、
政
？
汁
J
K
K
来
心
分
離
、
経
リ
円
メ
カ
一
ズ
ム

行
政
機
関
に
対
す
る
企
業
の
依
存
吐

伝
染
に
対
す
る
民
家
乃

県
阪
口
日
日
什
か
ら
ん
H
政
責
任
へ
の
転
換
当
の
諜
槌
心
解
決
%
で
あ
る
と
い

そ
れ
い
り
一
一
会
仕
訟
の
制
定

斗
可
い
止
し
た
弐
品
の
結
果
、
事
く
の
凹
合
企
業
が
、
株
式
会
社
j
之
は
令
照
会
い
れ
の
組
織
に
五
換
さ
わ
い
た
っ
ム
町
村
小
法
の
生
成
は
、
一
位
求

心
国
有
企
業
改
凸
（
U
淋
絞
て
あ
る
攻
代
企
業
制
度
の
柿
築
の
た
め
に
は
規
制
を
＋
ず
に
い
～
さ
せ
る
意
義
を
有
す
る
は
か
、
有
限
九
百
七
（
ム
バ

及
バ
J

〕
円
L
供
仲
公
安
古
川
叶
！

に
お
い
て
は
、
資
ヰ
の
拠
山
切
れ
だ
る
杭
い
↓
は
そ
の
け
い
資
金
に
ぶ
つ
き
川
右
者
、
二

L
て
利
益
配
当
、
重
大
事
月
九
党
議
り
ふ
パ
J

松山守門弘匂配人打竹刀

社
怖
い
ん
会
計

ム
プミ

（
会
一
ハ
凶
字
、
）

の
新
中
市
川
設
r

に
法
的
校
以
一
吉
勾
J

え
る
ち
の
で
も
あ
っ
た
c

みえ
ノλ
~＂ 
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権
引
を
有
し

（
ム
訂
州
ベ
条
？
川
引
）

C
C法
人
制
f
h
揺
を
有
し

不
出
世
条
一
項
）
、
九
百
社
に
お
い

U
G同
有
資
一
件
の
所
有
権
は
山
一
匁

が
有
す
る

と
さ
れ
こ
い
る

戸
ム
バ
川
は
で
一
頃
）

ι 
日川

そ
れ
い
り
匹
二
凶
有
介
業
則
定
硫
督
官
理
久
市
川
内

む
公
布

一
応
丸
川
片
七
月
三
回
読
院
内
よ
り
制
定
宍
、
れ
に

1
固
有
令
業
刻
津
監
督
管
川
町
全
州
内

へ
以
卜

1

条
例

は

は
入
、
引
川
沖
柁
に
つ
い
て

民
詳
細
な
滋
｛
止
が
刺
入
込
ま
れ
h
J

ま
ず
、
企
業
に
凶
家
か
ら
経
A
f
t
－
ピ
委
ね
ら
れ
た
財
一
井
に
対
す
る
仏
日
以
ナ
レ

ス
支
配
桟
乞
ー
J
之
、
政
府
及
ぴ
V
L
雪
機
関
心
直
長
的
な
メ
配
を
排
除
し
た
（
条
例
二
仁
条
て
さ
ら
い
、
政
ャ
忙
及
｝
J
r
L
脅
機
関
に
対
7
し

い
か
な
る
形
式
に
よ
る
持
分
払
↓
「
ナ
九

T
L、J
、
政
府
及
び
V
M
督
機
関
が
行
う
八
戸
党
府
市
の
い
か
な
る
川
市
ょ
に
よ
る
当
該
Aμ
穴
外
へ
の
訓

注
行
為
ミ
一
段
止

L
十
一
（
条
例
二
八
条
て
～

q 
~ 

所
有
こ
μ区
百
心
分
離
を
め
，
＼
を
よ
一
同
議

株
式
会
判
ζ

い
い
つ
企
業
担
絡
が
官
庁
有
企
業
改
本
の
中
セ
試
行
的
に
導
入
さ
れ
た
の
は

（

A
ト一

九
人
心
午
代
一
り
こ
7
1し
あ
り
、
所
有
こ
川
町
パ

の
分
蹴
と
工
つ
経
営
問
念
に
湾

L
て
は
一
叶
知
識
が
不
分
で
あ
っ
た
た
め
、
妹
、
一
権
と
会
社
の
法
人
財
産
協
の
性
質
に
つ
い
て
は
議
ヘ
附
刀

多
一
杯
に
分
か
れ
て
い
る
c

三、
立、

社
;;, ！~－ 

：主権
：去ic，乙
のめ
＂＇手く
別る
；王 cA
」玲

り

十半

梧
tま
早

事
{i, 

1iJ 
の

つ
で
あ
る
た
め
、
林
王
椛
の
り
f
品
川
に
つ
い

三
一
陽
台
に
は

尺
ι仙
の
枚
以
則
と
共
体
的
な
説
記
が
出
府
さ
れ
る
こ
と

昨
凶
て
は
、
会
社
氏
九
お
け
り
る
3
H
K
ー
の
刷
問
問
者

で
お
る
件
、
上
、
り
権
利
は
ど
う
い
う
が
打
倍
F

ピ
有
す
る
も
の
か
に
つ
い
て
、
下
一
一

ιの
よ
H

つ
な
一
誌
論
が
行
わ
れ
て
い
る
ハ

所
右
権
説
林
博
ば
株
土
が
九
百
刊
の
財
産
L
汁
、
以
ふ
ん
γ
1
7
？
的
表
権
で
め
り
、
株
十
？
が
資
本
の
拠
出
に
よ
り
F

的
表
権
を
夫
わ
な
い

の
は
一
子
つ
ま
と
仇
な
く
、
む
し
ろ
枚
、
こ
が
ぐ
い
式
を
有
す
る
の
は
所
台
椛
を
支
現
」
；
る
た
め
と
あ
り
、

総
会
は
所
布
峰
山
之
ど
i

日
付
す
る

中
全ム
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法
定
方
法
で
あ
る
と
併
す
る
も
の

所
有
権
は
典
明
的
な
物
裕
一
し
め
い
わ
！
物
般
の
一
般
的
乞
狩
徴
と
有
す
る
ほ
か
、
記
入
工
性
、

L
A力
内
及
ひ
永
久
位
体
J
C
性
格
jhpr

有
す
る
υ

株
主
は
会
社
肘
件
に
い
刈
L
ム
問
山
政
主
犯
戒
は
処
分
す
7
2
と
が
で
き
ず
会
什
ー
し
い
う
組
識
を
ー
坊
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、

株
王
桜
は
均
に
い
叫
し
凶
接
的
に
支
配
で
き
る
T

／
一
い
う
所
有
権
の
特
性
な
ム
仔
「
る
’
も
の
で
は
日
午
い
と
羽
川
さ
れ
る
d

し
か
し
、

株式公Itに：Lt,"C誌が；7J：，ネ二 広告は諜O);cめこ行われるか

恒
松
説
株
ム
丁
3
h
v

出
資
す
る
の
は
市
怠
る
利
八
川
配
当
わ
〈
求
め
る
意
見
の
支
店
杭
で
ゐ
る
2
1
1

し
二
日
ら
で
株
主
権
は
債
権
或
い
は

久
品
川
け
代
き
の
債
ぬ
で
あ
る
と
解
寸
る
も
の
で
あ
ぶ
に
二
ハ
）
位
紀
以
降
、
か
什
凶
円
に
お
け
る
株
工
の
余
引
い
の
し
わ
川
l

営
参
班
ヘ
の
玄
欲
心
長
欠
や

株
之
総
会
の
戸
市
川
散
化
の
具
象
は
、
ま
さ
に
除
、
と
会
ー
が
I

聞
の
債
権
関
係

て
い
る
と
い
h

つ
の
で
斗
あ
る

依
り
政
一
説
は
確
か
ピ
弘
い
M
刊に

の
九
五
什
の
経
営
み
詐
j
p
山
へ
の
意
欲
の
喪
失
や
杭
宇
総
会
の
形
散
化
況
象
を
剥
し
て
い
る
が
、
日
杯

主
権
と
け
刊
一
ヘ

4
Q権
の
叫
者
の

4
質
的
な
込
別
と
株
主
の
主
長
約
九
正
佼
資
行
片
付
ど
倍
y

叫
唱
者
の
信
則
供
ι
J
D
4質
的
な
一
メ
別
や
去
し
℃
い

な
い
ほ
か
、
体

t
の
ん
訂
引
料
札
日
告
白
川
に
お
け
る
苦
号
、
決
定
に
参
加
で
き
る
ζ

ーγ寸
権
限
を
芯
ニ
嵐
の
い
札
／
に
｝
一
く
も
の

ま
1こ

請
求
総
の
栓
て
あ
る
が
、
市
ぷ
持
は
川
川
f

権
の
み
刀
特
性
で
は
な
く
妹
、
i
w
w
に
も
請
求
権
の
司
容
が
ん
円
ま
れ
る
に
め
、
請
求
権
の
性
質

か
ら
株
、
五
液
を
債
権
2
レ
〉
っ
と
し
し
に
も

f
屑
が
牛
「
る
し

る？士
い長
う fを
も ユ封
0,, : 

T : 
Jノ l主
令長
f普
株と
王も
l出 rt
会；1
仕：h
の
仕社
長円
以 い
あ人
:; cコ
体

什 .b~
同同

。コー，－
資／よ

付？ オつ
にち
ょ II
i; fl 
f士刀、
R 十i
f長凶
を 1式

有人
るEfr~ 
L 
千司

令
《ず

妹匂ム市
早

事
νソ

j官；
ノ利
c 

一
4
一

、
諸
外
川
ご
人
会
社
の
設
r
げ
が
認
容
さ
れ
に
た
め
引
い
一
一
周
持
説
に
限
界
が
守
乙
た
と
い
う
批
怖
が
あ
る
r

れ

』
＼
A

品
、
、
ャ
ム
「
ノ

J

うし
ZT
じ

場
企
に
h

そ、りん
M
i
v
ι

二
人
以
上
り
j

仁川
H

り
存
在
を
裂
い
な
い
た
め
、
と
は
問
の
悶
付
加
問
題
が
年
ぜ
ず
、
半
初
出
資
若
い
の
古
川
心
が
ム
山
中

の
玄
問
い
と
K
M
り
う
る
い
巾
＼
株
主
権
の
性
質
に
お
し
い
て

じ
な
い

r
い
え
る
た
め
、
件
、
土
怖
は
杭
一
員
権
で
あ
る
と
解
釈
ず

る
の
は
J

古
川
↓
さ
は
な
い
と
い
、
〉
の
で
あ
る
υ

ペ
－
員
採
説
に
も
す
匂

ι、
日
凶
の
人
的
住
ひ
は
認
め
ら
れ
る
が
、
防
的
似
合
の
却
は
訟
の

ill＜｝、：iL"?J お •3 1 15Ci) 3:' 初出；1; 
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ら
れ
ほ
レ
と
い
一
）

集
合
仏
Lf

林、

rは
ん
民
社
に
拠
品

L
に
告
、
本
に
此
缶
、
っ
き
権
利
主

γ有
す
る
は
か
、
九
百
社
の
伝
務
に
対
し
有
限
f
H
E
E
良
沿
っ
三
社
料

ι 
日川

杭
慣
は
、
妹
、
け
か
士
心
地
伎
に
よ
り
よ
引
す
る
権
利
と
義
務
rL
，t合
い

c為
η
、
仙
出
【
リ
し
こ
右
一
存
す
る
校
利
で
は
な
い
抽
象
的
総
紅
（
集
合

4
一

体
）
ポ
め
る
と
い
よ
ー
川
ム
丹
花
、
依
権
及
び
仕
員
権
JY否
認
す
る
と
い
う
山
で
は
、
庁
、
の
新
殺
の
権
利
説
と
、
沿
い
ぺ
い
。

判
明
慌
の
柁
利
説
株
王
権
じ
会
KL法
口
一
規
定
に
7
h
り
J

え
ら
わ
い
た
ほ
｛
じ
の
権
利
て
あ
り
、
新
し
い
ふ
1
利
一
片
ど
有
い
て
い
る
も
の
で
あ

一
辺
J

る
！
と
解
す
る
も
の
で
あ
今
件
、
土
持
は
資
ぷ
の
拠
出
に
よ
一
り
片
じ
る
椛
利
で
あ
り
、
自
益
住
や
共
治
権
の
内
4a
廿
か
i

り
す
る
と
、
ハ
札
3X
の

民
守
し
い
の
除
利
ど
は
け
ず
な
る
も
の
で
あ
る
と
門
コ
で
、
砕
い
と
考
え
る
ν

法
人
以
AA
性
揮
を
め
く
る
誌
論

企
業
付
、
ヘ
川
町
川
町
権
と

γっ
概
念
は
一
決
定
」

C
初
め

従
、
川
の
干
J

有
企
業
改
市
は
反
有
権
、
t
経
常
議
の
分
維
湾
人
芯
に

基
づ
い
て
行
わ
れ
ん
ー
た
め
、
医
家
所
有
拍
を
中
心
と
し
法
人
一
一
昨
有
権
合
否
認
す
る
院
長
権
総
送
が
料
品
さ
れ
、
十
日
に
v
一
十
つ
亡
一
円
有
企

一ぺ一

業
改
革
の
深
層
〔
v
m円
出
円
以
N

現
れ
て
レ
る
と
レ
う
c

そ
の
法
人
対
屋
慌
の
崎
中
市
民
に
つ
ノ
レ
て
は
、
以
ト
の
よ
う
に
議
前
b
分
か
れ
と
レ
る
c

経
常
ん
を
F
｜
｜
会
社
法
持
団
条
第
一
部
、
の
定
止
と
い
比
米
の
企
業
立
法
の
恐
旨
か
ら
FJ
る
と
、
法
人
対
版
権
を
法
人
経
常
pw
惟
と
解
釈
す

る
ほ
か
1d
い
と
い
う

さ
ら
に
、
能
川
竹
久
市
お
ふ
f

恨
の
一
定
め
古
利
行
川
、
え
る

2
、
公
什
に
お
け
る
刻
時
心
所
右
姑
刊
に
つ
き
ん
口
付
と
い
沿
っ
伝

人
、
日
有
ー
す
る
と
い
う
併
釈
に
は
到
民
主
ら
7d
い
と
い
う
へ

い
が
に
対

L
、
会
H
n
zい
第
町
一
条
第
叫
慌
で
定
め
る
会
什
L

お
げ
る
凶
ム
U
資
伝

と
い
う
の
は
、
同
家
が
所
有
す
る
ト
地
、
森
川
件
、
鉱
h
d
h
t
j
日
然
資
源
な
指
し
て
白
日
け
、
ご
の
泊
料
（
山
一
昨
以
資
に
お
い
て
は
同
国
家
？
？
依
然
と
し

て
所
有
権
J
Y
f号
、
し
、
会

f
け
じ
径
一
E
限
し
か
有
し
LG
い
と
い
う
見
解
も
あ
る
、

V

J

か
〕
M
W
土上
y

会
社
の
財
ャ
沖
は
そ
れ
そ
れ
伝

y
二l
－
い
る
た
め
、
が
以
降
、
机
は
決
人
に
人
的
併
が
与
え
ら
れ
る
と
い
う
法
制
度
い
通
台

ご
し
、
ょ
、
王
パ
計
、

L
／

L
；
z
J
 

い
杭
ム
と
九
百
社
司
に
お
け
る
明
確
な
権
利
の
分
以
な
ら
じ
に

R
粁
制
反
を
掛
川
認
す
る
に
生
え
障
が
ヰ

〈
1
業
の

12'. ledごJ"' J、 i）・↑ 1じっ11318 L引"Y_ I i J 



会 1"i ti: 
社刊行な常
と If L、宇佐
い 1をとか
うポ＇2'.'j止し、
口三 [lj か
人 さに
の 1古才L久
'" h 之 l「 F介ロん ノ＼ .，，」 n•

,/ fi)ν 再t
v 竹＇ ' 

iード＂ l 法校 生〉
"'.5 bこっ
く（立て
そ＇ fi：も
の有 月［

だ梧 布、一～，，
〆一 ιノ何t

い刊 の
う7平手 紙
台で 限
2;, 1ど
む受

1J る

経
営
慌
の
行
中
、
に
万
レ
て
は
川
上
刊
鮮
の
統
制
主
？
打
予
る
を

収
派
、

処
分
の
椛
利
が
人
山
ま
れ
ザ
ヘ
い
る
し
、

山枝市、

そ
の
や
成
は

出
資
苦
に
は
拠
出
し
た
資
手
（
り
所
有
権
十
会
七
に
一
恭
悦
す
る
前
倒
Ly

fvC
株
主
持
が
つ
え
ら
れ
、
九
百
在
は
い
一
政
人
制
定
山
川
J
し
～
一
司
令
な
る
山
川
命
権
を
令
ナ
ゐ
と
い
う
υ

つ
ま
り
、

株式公 It に：Lc··C誌が； 11•.ネ二 広告は諜O);cめこ行われるか

一
乏
市
町
p

杭
権
説
こ
れ
は
、
会
じ
の
川
間
在
に
斗
白
石
＋
司
人
γ

の
拠
出
斗
て
で
あ
る
株
十
と
会
社
が
と
も
に
川
長
椅
を
有
す
る
と
い
う
見
解

で
あ
る
す
」
れ
を
さ
ら
に
先
日
杭
さ
砕
て
、
人
い
口
と
て
に
撚
山
、
工
、
九
百
五
に
対
ー
〆
て
は
山
資
立
が
折
右
権
な
指
L
、
合
一
共
は
経
常
活
動

く
刊
刊
誌
の
み
に
r
川
し
所
治
権
ヰ
士
r
ず
る
ー
一
ず
る
考
え
お
ー
と
あ
る
わ

重
J

古川百
r
叶
説
は

物

権
1

こ
い
う
民
法
心
的
小
川
に
択
一
紙

γ
る
と
ρ
え
る
n

' 
!!' 
' ／ 

法
へ
は
円
安
件
説
｜
｜
こ
れ
は
法
人
的
ハ
川
吃
症
に
は
汚
有
r恰
ひ
今
日
ま
れ
る
／
）

T
G
T
4
Mて
あ
る
炉
、
法
人
は
人
格
J
V
と
有
す
る
も
の
で
為
り

法
人
一
次
有
椛
は
法
人
絡
む
必
袋
小
司
欠
な
要
件
で
あ
る

t
Vつ
も
の
で
忘
る
c

つ
主
h
r

、正月
L
利
権
は
も
ち
ろ
ん
、
債
権
や
知

r
d川
在
住

生刈の
p
引
恨
引
い
も
ん
門
士
、
れ
る
と
肝
ず
る
の

不
可
能
1dh
」
と
て
一
あ
る
と
い
う

法
人
対
同
J

川
右
往
刊
J

認
酌
ノ
ら
、
れ
な
い
企
業
、
小
独
立
し
て
氏
事
責
任
を
お
〉
っ
と
レ
う
の
は

日
い
人
制
度
心
状
耐
性
か
ら
す
る
と
、

い
か
な
る
出
資
高
か
ら
の
拠
山
資
本
て
あ
っ
こ
も
を
の
d
’h
怪
は
会
怜
に
川
町
川
県
ず
べ
き
で
、
の
旬
、

ま
片p

i• 
"' ' 
＂＇、,¥>J 
ア

」

〉

健
全,, 
乙〉、
J、
主ι
市lj

r~ 
買う介

i青
空矛
／ふ

す
る

{, 
重
ノ、

なfr. 
H 

Jえ：
乞
J,'1 
～f 
ζ〉

L、
ソ

ヌZ忌

h 

3 

国
有
林
、
仁
工
権
（
U
行
使
に
関
す
る
削
岐

前
記
の
一
o

－
つ
い
林
博
に
つ
い
て
は
認
識
日
小
川
河
？

Y
〕
て
い
る
た
め
＼
ム
バ
引
法
制
に
伐
の
凶
よ
れ
除
、
ぃ
権
の
行
内
ピ
つ
い
て
考
然
、
）
て
み

る
と
そ
の
巽
宵
性
子
伺
え
る
。

コ
ま
り
、
作
式
会
吐
に
お
け
る
国
合
資
互
の
所
有
権
は
国
軍
2
M’h
tノ
る
と
い
う
庄
怠
が
国
高
れ
が
？
怪
の

12< i、：iL'?J お •3 1 151) 319 .20C3 
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行
涜
に
お
レ
て
徹
底
さ
れ
に
レ
る
の
て
丸
る
c

い一

一
ー
九
九
川
年
ム
一
月
、
茂
川
崎
同
店
川
財
政
郊
の
出
家
出
有
資
一
庁
管
理
局
が
制
定
1
た

外
ぺ
制

試
行
企
業
に
お
け
る
河
有
林
管
庄
の
支
誌
に
山
寸
る
意
見
一

ht臼
認
で
は

枝
川
川
河
制
ぷ
出
、
企
業
凶
布
役
u
p
d
m
的
実
治

E
U
「汁人ハ

k
f

fi 

ι 
日川

一E
Hん
と
川
町
f
る
）
沼
恒
条
第
一
説
に
上
る
と
、

M
門
有
株
は
国
家
川
村
と
同
人
判
z弘
人
株
に
八
ん
け
ら
れ
る
ν

同
家
林
1

ぐ
い
う
の
は
、
国
家

を
代
i

訴
す
る
政
！
川
町
市
内
ま
に
は
機
棋
が
役
資
戒
は
必
d

止
了
紋
き
に
よ
り
取
得
し
た
株
で
あ
る
c

ま
た
凹
品
店
人
株
と
い
う
の
は
、
国
家

心
ヒ
ャ
日
制
投
資
に
よ
り
d
J
Zれ
三
一
同
令
企
業
が
出
λ

宝
叫
（
じ
は
す
手
絞
ぎ
に
よ
け
取
刊
し
に
株
で
あ
る
つ

国
長
株
、
権
の
行
使
7r

「5
見
」
に
よ
る
；
、
国
布
抹

τ
権
な
行
使
す
る
者
問
、
国
家
凶
右
資
産
管
制
ν

号
、
国
を
代
支
F
るい
M
’
投
機
構
及
び
政
的
の
じ
権
を

受
け
ず
う
て
の
仙
の
新
総
ミ
あ
る

〈すい
ω

厄
い
判
条
六
け
つ

か
か
る
機
情
の
妥
一
討
を
乏
け
～
一
代
球
人
は
、

株
二
叫
ん
だ
に
寄
与
川
L
議－
A
権
十
戸
i

使
LqJ
る
は
か
、
取
は
mj川位以北び件以川市
rり
J
K
持
者
中
指
名
す
る
ご
ど
が
引
き
る
（
古
い
れ
ん
川
粂
六
尽
）
。
し
か

L
、
、
ご
つ
い
っ
た
絞
棋
は
F

七
政

絞
殺
の
性
情
を
右
し
て
い
に
た
け
の
、
そ
の
川
一
ゐ
株
権
の
一
行
使
は
前
述
し

は
ん
長
授
に

トれ年代二ふリ」
J
2
4
7ん
H
A

コ
内
、
、
：

v

－
i
l
l
J
f
t
r
f
r
J
S
 

維
持
さ
れ
る
も
の
で
あ
J

た
と
い

乙
L

「ノ
3
t
h
4
4

、

J
λ
ν
J
I
 

持
株
台
札
M
A
び
中
台
討
岸
川
松
村
会
社
も
一
向
む
株
ム
下
権
一
dz
行
H
q
y
J
J
G
一一
3
Y
L

一
判
別
人
情
接
出
資
し
か
っ
指
定
し

げか
J
f〉
さ
芥
や

へ
凸
白
血
四
条
六
玖
J

｝
か
か
る
会
社
心
必
定
代
表
人

（
取
締
役
公
長
が
会
祉
の
リ
レ
公
代
去
人
で
み
G
F

会
山
下
条
何
一
町
、
、

一
条
一
政
）

jb
行
政
筏
良
心
代
店
内
人
と
同
紙
、
株
ム
下
総
会
に
参
加
し
、
日
刊
下
総
会
に
お
け
る
議
決
住
を
行
性
す
Q
ほ
か
、
取
締
役
及

び
牝
卓
下
伎
愉
蓄
を
出
村
b
h

す
る
こ

2
が
で
き
る
三
一
汁
礼
同
条
L

ノ

A
O
O
一ι
V
4
円
、
同
務
院
に

ふ
作
業
国
々
資
産
取
村
同
管
内
当
行
条
例

以
ド
「
幹
行
条
例
」

L
z附
す
る

よ
り
虫
認
さ
…
児
は
撤
廃
さ
れ
、
回
ム
化
社
師
、
権
の
行
使
は
剥
し
し
民
闘
を
迎
さ
？
」
と
に
た
ノ
た
）

つ
L
玄
り

ー
川
へ
か
ら
地
ト
力
に
ぎ

る
ま
で
設
主
さ
れ
る
同
ホ
u
h
ロ
ギ
牝
梓
管
法
際
情
が
従
米
の
行
政
機
関
に
代
わ
っ
て
出
資
有
と

L
て
の
成
務
す
い
版
ノ
十
1

／
、
国
高
資
苛
に
吋

12'. ledごJ"' J、 i）・↑ 1じηI 1320：引"Y_ I i J 



し
笹
口
近
段
以
門
を
行
う
、
一
と
と
一
ば
っ
た
（
州
y
h条
例
二
条
一
、

現
）
し
苫
有
株
、

ι徒
士
行
使
で
台
る
者
以
人
出
有
資
3
h

口
貼
官
官
政
機
川
市
、

国
有
資
伝
説
Jd
門
川
九
州
叫
機
樽
川
の
川
問
権
ι
でで
r
A
行
た
伺
桁
仙
沼
資
企
業
及
び
凶
白
独
台
、
会
社
に
限
定
さ
れ
て
い
る

（
卦
日
行
条
例
一
一
長
一
政

八
タ
ふ
可

こ
の
凶
令
資
産
監
音
色
町
機
構
は
政
府
機
関
心
特
設
機
関
と
し
て
伶
ト
区
コ
け
ら
れ
、
政
的
機
関
そ
の
も
の
で
は
な
い
と
め

引
liA

つ久木

列

二
攻
守
国
有
株
、
i
怪
の
行
使
ι
悶
午
、
凶
刻
的
以
れ
「
ポ
で
あ
る
と
汗
ナ
る
児
併
が
丸

／

、

A

J

｛

J
J
J

、f

一
一
つ
一
り
段
批
判

粂

JF 

株式公Itに：Lt,"C誌が；7J：，ネ二 広告は諜O);cめこ行われるか

に
分
け
ワ
れ
る
岡
本
υ
資
単
品
件
以
司
管
用
機
構
は
一
政
機
構
を
設
討
し
た
政
情
を
代
表
す
る
機
関
と
さ
れ
、
士
介
卜
判
明
機
械
は

l
議
機
構
の

お
専
守
川
入
び
庶
督
を
r
Xげ
る
と
｛
芯
め
、
り
れ
て
」
る

一暫
ι行
名
、
制
刊

い
さ
、
h
に
、
凹
右
資
T
f
u
い
且
民
国
並
列
機
悼
の
職
務
門
討
の
コ
け
、

当
咋
出
陣
内
此
怖
を
一
設
F
し
た
政
射
の

umr中
に
し
た
が
っ
て
椛
阪
を
行
使
ず
る
、
」
乙
で
あ
る

ヘ
制
作
条
例
一
一
条
）
。
し
か
品
、
制
行
条
例
で

は
JE出
十
什
資
広
島
督
む
珂
山
悦
叫
肝
心
棒
成
門
は
の
選
仔
に
つ
い
て
切
ら

η
に
さ
れ
て
い
な
い
。

L
r
Lが
J

T
、川以

i
η
勺
一
符
古
、
り
す
る
こ
苫
ム
竹

資
高
原
以
戸
管
道
機
構
は
依
然
ζ

）
〆
て
政
財
際
問
一
心
サ
属
物
に
？
？
ぎ
u
一J
、
政
府
心
脅
耳
引
を
い
え
る
こ
一
が
そ
の
言
説
な
使
命
で
あ
る
ζ

解

h」
ξ
る
乞
rrvz
レ

白
布
妹
、
詳
の
内
2
1
に
お
け
る
わ
妹
性

一
目
、
信
噌
佑

こ

〉

、

〕

f
↓

L
f

I
七
し
づ

C一
V
A
M
E

勺今」｛山一

同

一
九
九
世

ι
に
M
務
院
か
り
公
布
さ
れ
に
条
例
第
条
で
は

ー
可
ぃ
司
る
各
棟
形
式
の
m
M
資
及

M
G資
産
と
い
う
の
は
凶
家

び
投
資
に
茶
つ
く
山
刊
行
川
で
あ
る
？
と
定
義
さ
れ
て
い
る
わ
国
お
院
及
凶
務
恥
の
一
が
権
？
受
け
と
怖
い
ね
門
桜
山
惜
は
中
誌
の
凶
拘
3
H
4
性
、
り
が
値

？泊

fa土

叶
山
民
二
対
L
U出
叔
門
ず
る
ほ
MJ

一
条
例

川
久
木
）
、
企
業
の

1

山
山
値
単
位

の
た
め
の
は
標
計
一
例
ま
で
桜
レ
む
ず
る
こ
し
、

が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る
（
条
例
け
条
目
別
）
一

自
治
資
苛
の
保
他
国
」
崎
山
」
に
関
す
る
古
記
の
判
官
り
に
は
、
そ
の
後
制
定
、
己
れ
た
掛
目
f

打
条
例
に
お
い
に
も
維
持
さ
れ
て
い
る
J

刊
行
名
、

ill＜｝、：iL"?Jお，31 153) 3つI.20C3.ll; 
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例
は
そ
の
通
用
範
同
を
出
有
企
業
、
川
有
株
ぇ
配
伝
来
は
か
、
百
有
株
岩
下
人
企
業
む
つ
に
拡
へ
し

（
中
川
ノ
汀
条
例
二
条
）
、
百
有
資
一
世
心
定

誌
に
つ
い
て
も
同
家
の
企
業
に
L
L
え
す
る
各
極
形
式
の
投
資
、

投
資
に
某
っ
く
収
尚
及
ひ
？
の
似

℃
あ
る
と
改
－
山
し
て
い
る

ι 
日川

行
条
例
ム
一
タ
ん
て
国
有
資
尚
rz一
副
円
管
理
模
小
唯
一
の
駄
ル
峠
け
の
一
つ
は
企
業
凶
有
資
虚
心

一
以
也
，
M
叫
信
一
状
況
か
れ
百
円
M
M
H
F
る
こ
と
で
あ
る
が

（
村
行
条
例

友
ポ
斗
項
）
、
同
時
に
そ
れ
は
当
該
絞
惜
の
義
務
の
つ
も
l

、
も
為
る
（
り
で
わ
る

へ
刊
日
行
条
例
一
四
条
一
嶋
）
ゎ
一

そ
の
一
一
一
株
主
J
し
て
の
国
家
の
懐
越
住

国
主
ぃ
株
？
え
配
ん
（
犬
泣
ひ
国
右
抹
込
J

人
企
業
の
如
刊
織
類
羽
、
機
関
の
権
利
義
務
に
悶
）
て
同
会
弘
法
、
汗
政
法
規
投
び
ぶ
条
例
が
通
い
同

j1し
令

一
、
条
例
川
二
集
）
c

す
な
わ
一
ち
、
株
式
会
社
で
あ
る
な
り
は
会
か
1

法
が
一
吋
弔
さ
れ
る
の
で
あ
る

ま
ず
、
公
吐
法
の
ど
め
に
よ
る
こ
作
！
人
会
刊
の
分
割
、
ん
か
、
解
散
及
び
清
HH生
寸
の
品
大
事
項
に
つ
い
て
は
株
主
紘
一
会
で
決
議
づ
る

ン
と
が
れ
本
吟
ら
れ
る

一、ム訂ハノ

h

池小れ

。
託
、
。
し
か
し
、
叫
刊
行
条
例
に
お
い
て
は
、

7
b
有
資
一
昨
V
M
督
管
球
機
構
が
会
制
法
及
び
ー
の

仙
の
法
況
に
ぶ
つ
き
出
資
名

ζ
Lて
の
品
川
州
務
を
日
ー
行
し
、
一
川
有
者
〆
｝
し
て
の
権
P

八叫を
h
f
v
一
市
計
二
匂
／
）
｛
止
氏
ら
れ
で
い
る

叫
刊
行
長
杭

弘
人
恥

居
用
て
ま
た
一
宮
／
什
条
例
に
よ
る

E
、
一
弘
有
資
J
4戸J

【且叫
H
h
b

思
後
補
は
じ
ド
」
今
判
株
支
配
企
業
の
改
品
f

な
ら
び
に
存
続
に
つ
レ
と
指

rq及
ぴ

推
進
す
る
、
」
と
も
で
き
る

（
刊
行
条
例
一
二
条
「
川
引
）
し
さ
ら

ι、
同
打
梓
ゆ
え
花
作
業
に
お
け
る
現
ハ
一
よ
込
札
制
肢
の
滑
築
、

戸

レ
1
、・
L

ウ
パ
ア
ノ
ス
荷
造
の
格
備
投
び
管
四
心
瓜
代
化
に
関
す
る
見
垣
の
拾
滋
等
ハ
U

ポ
ポ
は
臼
ム
判
資
v川
J

孟
吉
川
沿
閣
内
機
構
の
説
務
と
さ

れ
て
い
る

刊
行
糸
川
川
匹
来
店
反
一
三

次
に
、
会
仕
公
よ
る
と
取
締
役

ω

、
解
任
及
び
特
例
事
項
に
つ
い
て
は
株
主
総
会
で
決
議
さ
れ
る
L
Y
山
止
め
て
い
る

ス
ム
一
心

入
品条
砂ー

京一ー
の J({
貝、
仔し
三f Lー
の」
7, 
M主〉
代日；
直行

在主
及り＂に！
女さ
'" ：·~＇ "o.J i:;';c C 

''" 毛閉
JQ ;;l 
t」 fr.
/) ；，ド
ム慌
て；l:i
決言
守終
号！せ
c i大
が＇.t
設定
品め
シ；こ
ト

」 qよ

めり
三｜主｜

れ右
て＋l
い支
る西日
イヤ
崇

及
国
プー
ト寸

株
秀ミ

一
首
行
条
例
一
各

凹
け
（
J

,.,,, 
H 
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以
下
仁
f

丸
山
呪
定
か
ら
ず
る
と
、
溢
れ
凡
叫
ん
示
J

人
株
式
会
村
、
持
に
思
有
株
I
ベ
ル
山
株
式
会
社
の
百
一
何
件
、

ι濯
の
行
使
仁
！
日
レ
亡
ぼ
出
家
妹
、
「

の
特
異
性
が
衣
れ
て
い
る

つ
ま
旬
、

k
gへ
と
し
て
の
株
式
会
社
に
お
行
る
機
応
心
分
化
と
い
権
限
の
分
犯
と
い
う
品
折
半
出
向
引

m徹
底
－
5

出
資
者
J
し
て
の
因
子
ム
桧
限
一
宮
崎
叫
院
と
し
て
れ
株
王
総
会
の
権
限

l
り
も
段
越
さ
せ
て
い
る
C
で
為
る

,j 

業
務
M
別
行
は
誌
の
L

め
に
行
わ
れ
る
の
か

株式公Itに：Lt,'C誌が；7J：，ネ二 広告は諜O);cめこ行われるか

株
i
入
会
本
山
、
h

ぬ
け
る
取
締
役
会
は
株
i
総
会
に
却
し
責
任
ー
ピ
門
？
っ
2
f
U
め
て
い
る
が
、

し
て
は
ム
が
い
法
問
一
か
っ
す
る
と
異
町
民
な
灸
唱
で
あ
る
と
い
ス
批
判
げ
が
占
め
る
し
攻
締
役
目
会
吐
い
対
、
〕
ト
U
（
～
聞
を
色
？
っ
！
こ
い
う
考
え
ト
力
方
々
ヂ

会
が
い
は
第

二
条
弟

AfFハは、

こ
れ
に
対

数
で
あ
る
一
」
と
に
け
ド
、
論
は
な
い
ζ

し
つ
つ
、
責
任
J4
山
田
（
三
ノ
対
象
に
お
い
て
会
ネ
ー
と
税
ニ
総
会
吉
同
A

L

似
で
き
る
か
小
い
か
の
問
題
山
つ
い

て
h

一
れ
を
H
H
h

ほ
ず
る
？
比
解
生
め
る
。

前
山
地
？
？
っ
ノ
に
従
米
の
亘
有
企
業
に
お
い
て
料
性
宮
。
管
河
が
良
好
で
な
い
が
か
、
t
に
経
常

i
沼
牛
ん
を
被
コ
た
場
合
、
経
常
者
さ
ら
に

は
従
来
日
が
そ
の
責
任
を
伝
わ
ね
ば
L
a
A
は
い

「

K1訓川
h
h
択
が
川
九
夕
方
u

一
戸
有
へ
は
来
に
お
口
わ
る
r食
堂
の
所
有
権
は
一
民
家
が
有
し
、
干
の

経
常
J
U
資
床
心
苛
じ
れ
併
を
有
す
る
ば
仰
が
川
担
ち
と
い
う
こ
と
、
い
前
提
と
な
二
心
司
h
J

た
め
、
諸
外
五
の
株
式
会
村
剖
皮
の
よ
う
な
所
付

と
経
常

ι分
併
を
川
崎
、
J

は
は
か
っ
た
と
レ
え
7
G
c

し
か

l
、
会
引
法
品
川
川
条
第
一
一
呪
は
外
ベ
ム
山
村
へ
と
組
織
転
換
さ
れ
七
一
元

国
有
企
業
資
疋
mv
同
紙
－
叶
有
権
乞
比
定
化
し
た
も
の
で
め
い
い
＼
会
祉
法
に
お
け
令
市
有
と
経
科
仰
い
の
分
ー
時
は
形
式
的
な
も
の
に
す
ぎ
ず
、

径
一
再
官
二
三
氏
竹
と
し
て
守
山
山
な
符
工
司
手
ぷ
諜
日
ら
h
る
よ
う
こ
h
d

っ
て
っ
と
あ
る
へ

d
t
l
J
h
j
？
d

i

l
－

5
7
可

d

j

I

1

2

0

J

J

j

d

斗可j
「
ぞ
り
条
例
に
上
る
と
、

企
業
に
は
資
産
経
営
支
任
制
改
を
砧
築
ず
る
義
務
が
あ
り
、

杉山
H
H
V
告
に
は
全
斗
古
川
の
人
工
し
の
出
人
制
H
H
及
び

純
資
産
に
対
し
「
保
紘
増
紋
」

の
責
任
を
臼
（
戸
？
と
さ
れ
て
い
る

（
条
例
一
の
丸
木
）
υ

さ
ら
に
、

そ
の
－
後
公
布
さ
れ
た
刊
行
条
例

E
も、

，
色
刷
打
て
て
い
る
国
心
資
ぷ
に
対
し
「
保
倍
増
他
」
の
烹
伴
を
臼
（
ミ
ノ
乙
定
め
つ
れ
て
い
る
の
で
あ
る

一
世
行
条
例
一
、

二
九
条
）
。

ill＜｝、：iL'?Jお，31 l'iSJ 3お初出11;
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ま
た
、
一
山
右
抹
支
配
株
式
会
社
及
び
百
有
株
参
人
株
式
会
社
に
お

w

て
、
同
有
資
雨
宮
川
以
同
管
進
機
借
住
薦
の
供
情
者
か
取
締
役
に
溌

ド
じ
さ
れ
た
ぬ
ム
コ
L

は、

そ
の
取
締
役
は
会
祉
の
重
火
事
一
収
に
向
上
一
て
臓
務
を
思
行
し
た
次
況
を
別
段
に
同
右
へ
才
、

μFhぽ
管
坪
後
慌
に
仮

ι 
日川

住し日川市

γ
れ
ば
な
ら
な
い

ゐ乙
オドご

（
掛
円
行
条
例

こ
れ
、
つ
の
内
容
か
っ
す
る

2
、
国
有
株
が
殺
行
さ
れ
て
い
る
株
式
ム
五
日
む
の
経
yuvv
つ
ま
り
取
締
役
人
E
M
A
ぴ
執
行
役
、
作
凶
出
で
は

）
に
は
白
作
た
が
い
i

判
断
の
権
限
が
l

v

え
ら
れ
C
い
な
い
T
／
～
ぃ
、
え
よ
う

株
式
会

4
は
多
数
（
り
は
五
心
惚
出
し

り
投
？
げ
さ
れ
ゐ
以
l

三
百
七
十
判
条
）
、
資
本
と
し
て
投
入
さ
れ
た
川

PE宵
斥
が
ム
宮
沢
松
資
売
に
占
め
る
割
合
が
と
れ
ほ
と
向
く
て
も
、

国
有
資
主
人
た
刊
の
「
保
住
増
値
町
山
八
ふ
り
る
の
が
不
日
ぷ
院
で
あ
る
こ
と
は

TJま
で
も
な
く
、
そ
れ
を
実
行
す
れ
ば
仙
の
株
エ
の
利
訴

を
日
制
な
い
か
ね
な
い
と
い
わ
ざ
る
な
得
な
い
」

ま
た
、
会
社
J
ど
か
法
作
、
行
政
法
川
坑
及
び
定
款
に
違
反
し
ん
町
村
に
抗
弁
を
う
え
丈
場
九
μ
に
つ
き
取
締
役
及
び
執
行
伐
の
賠
償
女
汗
を

定
げ
の
る
の
に
刻
L
＼
弘
、

f

，z
 

八
条
項
、
六
一
一
条
三
官
ノ
仁
条
例
U
E
i有
資
一
昨
の

保
値
増
倍
t

は
企
業
折
、
バ
者
の
古
門
ぺ
！
と
あ
γ
Q
Y
｝定

百h

一
F

針
一
行
条
例
一

一
久
七
、
さ
ら
に
権
引
引
先
川
刷
及
び
任
務
慨
怠
が
川
じ
ん
一
場
合
に
は
賠
償
責
～
つ
を
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
山
め
て

L、
h 

封
印
円
行
条
例
河
一

C
条
J
h
L
v
h
h
r
ハ

y
L
、
百
有
梓
怖
を
党
行
し
て
い

kwm伴
1
A
余
社
の
紅
白
者
の
経
営
責
汗
に
河
内
し
て
は
刊
行
条
例
乃

相
川
乏
の
十
ぺ
が
会
怜
誌
の
規
定
よ
い
ノ
層
、
i
M
1
［
L
も
の
で
お
る
と
い
わ
ぎ
る
ピ
戸
川
ず
、
経
営
t
y
h
C
経
uu
刊
針
に
お
い
て
も
会
社
よ
り
目
家

株
王
む
利
掃
を
優
九
さ
せ
る
構
図
に
ほ
っ
こ
い
る
J
い
え
る

い
の
よ
弓
に
、

株
ム
下
半
寺
川
町
民
に
反
し
た
経
官
常
川
］
U
山
d

構
ィ
帯
さ
れ
て
い

る
と
い
え
る

品川川菅は
J

刊
の
L
T
I

め
凶
行
わ
れ
る
、
り
か

件、
l
l

構
法
ピ
よ
る
品
作
事
会
枯
成
の
お
殊
性

よ
る
と
、
官
事
会
は
絞
約
役
及
ひ
執
行
伐
の
業
務
秋
f

打
幻
匙
粁
機
関
こ
し
て
い
戸
づ
け
ら
れ
に
品
一
一
一

、
い
杭
ヰ
代 ？－ 

o、
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内山1
」
託
業
以
代
表
に
よ
り
均
成
さ
れ
る
店
、
ム
ニ
二
河
条

川（ス

E
f
U
J
割
合
に
つ
い
司
て
は
会
社
の
定
款
に
宏
ね
ら
れ
て
い
q

る

「
ム
討

国
ぇ
ペペ

j見

荒
事
会
に
お
行
る
従
来
長
代
に
れ
の
割
台
は
定
款
の
作
成
者
で
あ
る
林
～
ー
に
よ
り
最
小
限
に
判
一
ω｛
疋
さ
れ
る

と
と
が
多
少
＼
乙
れ
は
益
事
会
が
機
能
L
7
d
い
つ
の
安
市
内
で
も
み
る
と
い
わ
れ
て
い

固
有
令
岩
古
川
が
株
式
会
れ
へ
と
剖
織

τ扶
ず
る
に
は
票
集
設
立
の
ト
々
伝
に
工
る
は
か
な
い
が

（
会
七
九
条
）
、

H
H
呆
ぷ

υ
、
り
正
明
会
H

ば

発
起
人
予
先
行
株
式
総
炊
の

h
%
以
ト
を
L
I
八
三
V
よ
け
れ
ば
な
ら
ぷ
い

（
九
百
八
一
粂
－
「
よ
っ
て
、
芯
回
ム
汁
令
ヱ
ー
が
件
1
八
九
百
在
へ
「

株式公Itに：Lt,"C誌が；7J：，ネ二 広告は諜O);cめこ行われるか

組
織
任
換
さ
れ
た
場
台
に
は
国
有
株
が
少
な
く
こ
も
党
行
治
株
式
総
絞
の
一
一
五
区
以
上
町
占
め
て
い
る
こ
乙
が
判
る
「
そ
の
実
態
在
日
山

十
九
お
け
る
立
川
］
%
の
株
i

ん
が
同
右
株
で
あ
る
と
い

年
弐
で
は
、
汁
同
の

「
ご
し
の
除
ト
パ
ハ

｛コ

{o 
〉

九
百
社
に
お
い
て
同
拾
い
株
が
発
行
済
株
式
記
殺
の
数
以
上
町
I
円
め
て
い
る
こ
い
う
ね
汁
で
な
い
カ

臼
企
此
い
の
｝
引
め
匂
一
也
〈
い
が
門
川
い
y

いh
つ
こ
と
は
詐
訟
で
き
る
n

ミ
ら
に
、

f
助
会
引
に
お
、
て
年
頭
川

t
が
資
一
行
円
前
株
式
む
j
L
i
c
出
川
小
ト
を
什
け
す
る
ん
お
引
が
z
ハ
一
%
z
ゼ
ー
は

め
て
お
り
、
そ
の
う
ち
八
九
%
が
官
庁
有
株
五
で
あ
ミ
乙
い
う
報
社
ー
も
あ
る
ハ
株
式
会
社
の
阜
市
ヤ
ム
日
は
株
i
代
表
と
従
業
員
代
表
｛
℃
亡
り

椅
成
、
1
1
れ
、
前
述
む
よ
う
p

い
そ
の
割
台
に
つ
唱
と
は
ハ
心
款
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
か
一
会

川
一
条
周
一
）
、

－
当
利
妹
パ
丘
一
山
？
川
め
る
割
台
刀

討
に
る
株
、
五
代
表
の
割
合
か
出
く
な
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
し
十
場
会
社
に
円

U
G妹、
l

打
い
去
の
割
合
が
八

0
・1
ハ
七
百
乞

r
め
て
い
る
と
い
う
調
査
報
会
は
ま
き
に
ワ
て
の
こ
と
古
裏
付
け
て
い
る
〔

高しい
q

現
実
か
ら
す
る

2
、
当
然
、

’－ o、

7二、

株
主
代
去
の
益
事
候
補
者
心
柁
ち
及
び
監
事
会
設
長
の
選

F
に
つ
い
ー
は
ん
民
社
日
一
川
政
yh｛
止
め
が
な
い
u
炉
、
将
れ
条
例
に

よ
る
と
、
同
右
株
支
似
株
式
会
社
及
川
υ
国
会
株
多
人
株
式
会
社
に
お
い
と
は
、
凶
ム
竹
久
弐
4
R
仁
川
公
管
理
終
備
が
佐
山
引
の
候
補
手
を
品
川
名
fJ

判
円
行
条
例

じ
条
一
凶
勺
）
、
回
有
株
支
出
件
式
会
が
い
」
記
い
て
は
監
事
会
心
議
長
（
ヰ
国
語
で
は
「
、
ト

る
」
と
に
な
っ
と
ね
り

の
U

町
内
補
立
も
国

PCHぷ
監
宮
川
H
刊
一
機
構
が
脂
名
す
る
と

3
れ
て
い
る

（
断
行
条
例
一
仁
条
一
H

寸）｝

世
評
会
は
独
任
制
で
は
な
く
九
三
認
制
を
伴
っ
て
お
れ

段
A

全
保
阪
は
そ
の
品
川
事
会
に
属
す
る

ハ
条
周
ハ
J

）υ
さ
ら
に
、
ム
戸

ill＜｝、：iL"?Jお＇ 31 151 J 3つ： .20C3.ll; 
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一
訳
機
関
と
し
て
の
抗
手
会
わ
一
出
合
は
、
日
〆
4
2
4
5
n
式
で
ぽ
な
く
］
Y
X
5
一
式
で
あ
る
と

獄
事
会
口
会
μ
引
の
昨
査
体
限
ノ
汀
山
中
～

の
王
此
い
と
さ
れ
小
）
Q
M
M

て
す
べ
こ
の
長
十
位
に
関
す
る
峨
必
持
奴
は
弘
事
会
の
介
議
に
よ
る
決
誌
を
通
じ
て
わ
け
技
大
、
内
る
こ
と
に
た
る
υ

ι 
日川

つ
ま
り
乾
事
会
の
構
成
長
に
る
牝
占
引
の
す
へ
て
の
行
為
は
ぬ
山
の
判
断
に
よ
る
仇
心
で
は
な
く
草
川
事
会

某
つ
／
、
も
の
で
ふ
～

rノ

凶
家
が
1
4
財
株
ム
丁
に
な
る
と
い
う
株
1
入
構
凶
は
、

各
位
事
の
職
務
分
担
も
監
事
会
心
決
談
に
よ
っ
一
と
け
決
め

獄
事
会
、
り
民
一
件
ー
に

b

草
人
H
h
彰
響
士
号
、
三
て
い
る
こ
と
が
何
九
る
｝

常
事
ム
μ
椅
阪
か
：
り
み
た
叫
以
下
京
肖
の
お
伐
性

rh討
会
は
た
ず
」
の
財
務
山
つ
い
て
監
全
寸
る
権
限
立
ゐ
1
2
G

六
条
一
頃
サ
）
c

財
務
会
訂
以
口
許
笠
ふ
れ
対
す
る
阪
古
こ
は
い

限
は
ん
πけ
ま
れ
江
い

肘
務
状
況
の

i
注
目
容
が
会
バ
で
あ
る
乙
い
う
通
常
の
認
識
か
り
す
る
／
て
川
町
務
公
許
恨

告
書
も
当
然
に
財
務
状
記
に
台
ま
れ
る
こ
」
に
な
る
υ
、
ろ
う
。
ま
に
、
会
引
の
財
務
を
山
〈
解
J
0
2

れ
h
、
財
蛍
状
川
山
J
h
d
A
川
ま
れ
る
午
い

う
。
に
す
る
い
＼
一
毘
有
資
産
の
一
係
値
，
h
値
t

に
つ
い
て
欧
丘
ず
る
の
は
常
事
会
の
中
」
伏
、
の
義
務
に
な
る
の
で
あ
る
口

取
締
役
の
跡
、
務
と
し
て
、
取
締
役
会
＼
正
中
山
内
、
経
常
に
持
す
る
決
議
、
以
締
役
会
長
の
取
締
役
尖
決
議
の
執
行
状
似
に
付
す
る
み
机

士
、
に
、
執
行
没
の
牒
務
と
し
て
、
取
締
役
た
決
議
の
吠
行
、

け
吊
止
叫
ν

制
札
、
円

役
及
び
決
訂
川
況
に
は
そ
の
い
ず
れ
の
総
務
に
お
い
て
も
、
忠
パ
1
A

に
職
務
を
遂
行
「
る
義
務
（
人
一
A

K

九
条

項
、
、
ム
町
村
む
利
益
ど
仮
設

す
る
，
内
務
～
会
二
一

A
7九J
h

一
一
川
三
、
同
有
資
廷
の

（
斬
円
行
条
例
一

九
条
〕
及
ひ
法
一
作
、
行
政
は
奴
及
び

川
よ
主
戸
山
円
出
国

l
z
F
i
z
f
i
 

心
レ
口
打

｛
疋
款
山
違
反
L
会
引
に
間
刑
事
を
k
J
え
ん
一
%
台
心
芯
償
責
に
ト
？
？
談
せ
ら
れ
て
い
る

ム
プて

ハ
弘
与
し
以
上
の
服
務
二
っ
き
ド
辛
4
f

ヘ古川じ、

取
締
役
泣
び
執
行
役
が
は
中
旬
法
一
札
及
ひ
ど
款
を
淫
h
i－－
C
い
る
か
否
か
、

忠
実
策
研
い
1

ピ
ド
れ
こ
し
て
い
ゐ
炉
内
、
川
’
に
つ
い
仁
監

？
と
「
る

ハ
九
六

川ハ一一円勺〉

前
述
の
て
っ
に
経
営
者
に
対

L
同
古
資
産
だ
け
の

保
僚
出
値
L

を
求
め
る
の
は
ヌ
ぱ
詑
で
あ
る
十
一
汁
で
な
く

仮
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む
他
の
株
、
の
別
ぃ
益
三
r
h
は
い
か
ね
江
レ
に
さ
ら
に
、
た
祉
法
刀
法
主
哩
rkmu
場
台
に
お
け
る
取
締
役
及
び
執
行
役
む
賠
償

宣
伝
中
定
め
る
の
に

ノ、
／父
うトミ

J
収
、
六
一
九
五
、
訴
円
行
条
例
は
r
M
P
J
涜
反
ば
）
も
ち
ろ
ん
格
閉
山
沼
市
及
ぴ
任
務
慨
怠
の
場
今

ヘムバ

に
よ
u
経
イ
い
者
は
抗
↑
弘
前
五
ド
行
合
負
わ
な
叫
し
れ
ば
な
ら
な
い
と
定
め
て
い
る

内
行
条
例
何
ひ
条
〕

経
営
長
む
頁

h
に
似
し
て
掛
円
’
打
条
例

の
規
定
が
会
仕
仏
心
規
定
よ

w

い
こ
と
7V
、
り
す
る
と
、
凶
令
資
産
、
U

保
松
山
端
航
」
賞
作
に
討
す
る
監
事
会
り
獄

ι？
と
臣
官

散
し
い
も
の
で
あ
る
〉
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
っ
む
し
か
し
、
同
有
株
、
半
の
に
め
に
が
営
許
の
「
紙
佐
増
佐
」

つ
い
C
F
MムL
F
J
υ
r
h
とノ

株式公Itに：Lt,"C誌が；7J：，ネ二 広告は諜O);cめこ行われるか

の
け
、
非
同
L
h
株
＋
に
川
河
、
〆
て
は
株
土
手
原
則
産
反
を
構
成
す
る
一
一
シ
？
な
り
、

の
民
締
役
及
ひ
執
行
伐
の
会
社
利
渋
川
附

の
国
右
資
可
の

保
依
凶
一
』
体
」

、も只
Hr）
こ
の
役
九
人
は
軟
式
ハ
一
の
実
行
L

引夜
Jf
悦

川
（
）
と
断
［
行
条
例
よ

今と
プミ

オョ

矛
厄
／
了
て
現
れ
る
の
を
九
日
れ
な
い
っ

(j 

～、h
L
L
トム、、ノト丸一

ノ
F
F
4
4
1川
M
M
／
」
汗
l
M

バH

人
生
↑
有
企
業
り
株
式
統
へ
の
い
ね
総
再
編
？
パ
工
「
ノ
改
革
主
尋
入
さ
れ
る
際
、
も
J

の
が
ぬ
十
仁
持
の
属
性
と

L
一
九
州
有
指

の崎中山
mH
乞
ふ
－
ー
す
る
と
パ
川
家
所
有
権
主
主
門

3
eの
で
は
な
レ
か
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
と
い
ろ
〈
ム
円
引
法
心
一
株
主
は
一

f引
者
と
し
て

権
限
吉
行
使
。
J

る

2
レ
〉
つ
第
直
弘
品
川
杭
項
ー
と

会
日
引
の
民
有
資
産
は
巴
一
本
が
所
白
人
ど
J

る一

と
十
い
二
つ
第
川
川
条
川
市
一

う
な
懸
念
に
問
来
し
た
も
の
で
み
る
と
忠
わ
れ
る

、AW

ハ
〉
川
月
に
は

ιさ
れ
て
巾
凶
公
社
I
Uレ
（
以

F
条
文
の
引
市
L

日
い
て
は
ー

と
附
す
る

ゐ
〈

U
C＋
十
じ
仏
今

で
は
ん
試
技
法
第
M
Y
条

第
一
忠
心
株
ー
は
所
有
主
と
し
て
権
限
を
行
使
「
る
L

と
い
う
文
口
と
第
一
昨
、
の
「
九
百
仕
の
凹
台
資
淳
は
凶
家
い
か
所
有
す
る
」
と
い

う
条
項
が
削
除
さ
れ
、
法
人
財
掃
の
犯
y
J
L

一
位
が
認
め
ら
れ
に
（
新
人
民
一
条
～
ふ
の
思
止
は
、
川
氏
H
青
山
川
会
在
に
資
本
七
拠
出
し
争
以

ー
、
そ
れ
い
対
ず
る
所
右
権
及
び
声
援
的
行
配
権
主
LK夫
「
る
の
が
原
別
で
あ
り
、

要
な
の
は
財
産
所
む
時
ー
で
あ
る
乙
い
う
）

の
財
産
い
つ
斗
可
決
人
貯
桔
怯

を
行
使
LmJ
る
者
は
会
社
に
門
は
か
な
ら
仕
い
か
J

だ
と
い
、
〉

4
っ
て
株
式
会
社
に
は
独
止
し

ザノ

σ， 
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た
法
人
川
剖
3
h
t
f

惟
か
認
め
ら
れ

一
け
健
全
な
法
人
祇
肢
が
埜
怖
さ
ー
れ
た
と
ご
い
え
よ
う
P

し
か
し
、
一
新
r
一
行
引
法
は
ー
取
締
役
会
は
株
主
総

会
に
fF4LTrι
を
負
＝
つ

と
い
う
会
付
氏
第

九

委

「ここ
か5条
呆竺
〆コ」「！
手守 二

えイ〉

ff: ¥_ 
者二7

l; i~ 
よ J寺
子5し
ミ立 亡

る

乙〉、
4ι、
干上

／

rf
引ム
U
A

四
じ
条
J

み
一
心
理
由

ι 
日川

は
、
取
締
役
は
会
什
ー
と
の
民
M
J
に
お
い
て
、

し
責
任
EJ肉
、
つ
が
、
妹
、
ド
工
総

ヘ
ー
が
た
社
の
む
同
権
力
機
関
で
為
る
た
め
、
株
十
下
総
会
に
や
ョ
し
主
日
行
な
負
担
7
と
い
ぶ
こ
と
は
、
す
ヒ
わ
ち
ム
六
日
牝
内
い
九
し
責
任
を
門
ハ
ユ
こ

と
に
な
る
か
、
同
一
で
あ
る
と
い
う
ま
三
、
株
ー
は
ム
五
十
か
、
り
仰
い
守
し
た
利
拾
を
有
す
る
と
2
も
に
、
は
i
紙
会
と
収
締
役
人
買
の
漏
成
川

行

と
の
阿
は
炭
仔
上
y

被
選
任
の
関
係
で
あ
る
た
め
、
攻
締
役
会
問
混
伴
者
に
村
、
ぶ
民
保
を
臼
ハ
ム
ノ
一
一
と
い
な
る
の
で
あ
る
と
い
円
一

ふ
の
ほ
か
、
新
去
を
法
は
w
監
事
会
に
お
け
る
従
業
間
代
去
の
最
低
割
ム
F
Z
パ
刀
の
と
定
め
一

ヘ
剥
会

一
八
条
二
項
一
、

vh吉
会
の

議
じ
れ
の
東
仔
方
法
及
び
～
4
5！
方
法
に
コ
い
て
も
心
め
一
て
お
り

へ新人目

八
条
一
一
用
了
、
ム
ム
付
日
以
の
泊
以
一
が
よ
り
H
パ
体
化
さ
れ
た
と
一
ー

え
よ
h

フ。

四

日
び
に
代
ム
コ

株
式
r
ぷ
引

に
お
け
る
原
点
は
、
去
さ
に
妹
、

ιで
あ
る
。
子
こ
で
、
株
、
ド
工
は
企
業
の
一
品
川
右
有
と
1
て
花
H
t
に
泳

主
総
公
乞
止
伊
成
し
、
そ
心
多
数
決
に
よ
っ
て
企
業
運
営
に
関
ず
る
大
綱
を
決
定
し
、
ぞ
れ
以
外
（
山
♂
事
項
、
符
L

業
持
刊
行
に
は
口
ら
は

〉
必
一
〕
ぃ

主ーに仁一イヲ

ほ
、

f」
J
F
f

エ
I

J

」
一
日
同
補
r之
ご

』

1
j
1
1
7
t
G
F
h

ご
し
I
取
締
役
に
よ
る
試
れ
に
つ
い
て
は
、
ιrh
査
役
合
選
七

し
て
杭
A
h
七
行
な
わ
作
る
ほ
か
、
株
、
土
総
会
白
、
り
も
決
鉾
心
忌
主
権
と
取
締
役
の
解
任
以
惟
士
官
似
「
る
こ
と
に
上
っ
て
こ
れ
を
紙
背

r

る
、
二
れ
が
株
r
入
会
が
い
の
一
円
十
規

所
有
に
よ
る
が
U
ー
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
か
ら
株
七
総
会
心
段
高
機
凶
作
が
専
か
れ
る
も
の

の、同町川
J

悼
す
い
の
責
任
の
版
行
に
お
い
て
件
工
総
会
p

会
社
吹
同

民
し
て
は
1
6

つ
ず
、
特
定
械
工
（
凹
家

の
利
低
保
菜
、
炉
、
ワ
M
W
t
ん
余

お
け
る
機
関
心
分
化
史
む
権
限
の
分
配
の
出
品
攻
・
い
引
引
則
が
犯
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
J
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株
主

ιJ怜
乳
義
務
に
民
「
る
基
本
前
原
引
の
ヤ
岩
手
も
り
は
一

尚

一

仲

一

は
株
十

f
Tげ
や
寸
心
原
町
別
で
あ
る
中
i
然
、
株
王

C
R詩
作
任
投
ぴ
川
吋
八
日
批
権
の
わ
使
に
ー
お
い
こ
も
林

r
ボ
i
込
3

「
J

ふ小一
h
川
、
り
で
の

つ
は
株
主
有
唄
責
任
の
原
引
で
忘
れ
、

も
う
一
つ

ヘ
マ
品
了

一

i
j
〉

L
U；
t
！
？
1
2

5
w勾
E
穴
九
三
万
川
パ
ュ
、
J
1〆

〉」トヲプハやし」、

取
締
役
段
ひ
執
行
な
は
ム
パ
川
刊
の
た
め
L

栄
作
作
刊
行
を
ノ
わ
い
、

ま
た
位
黒
字
ん
だ
同
会
社
の
業
務
流
行
に
人
吋

L
杭
査
を
れ
う
も
の

で
あ
る
に
め
、
主
務
執
行
及
び
転
式
h
を
行
寸
に
め
た
い
ノ
株
ム
一
T
平
等
の
原
則
に
従
っ
て
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
ハ
特
定
り
株
、
半
す
h
h
わ

ち
国
家
件
、
上
、
り
た
め

ι
業
務
執
付
及
び
転
告
1

ど
れ
う
の
は
、
所
有
と
絞
dh
の
分
叫
悼
の
到
〈
4
を
も
逸
脱
す
る
も
の
で
み
る
と
い
わ

γる
F

ピ
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fr以
4
1

d

↑
 

れ
い
回
全
株
の
割
台
が
少
な
い
刊
悼
式
会
川
l
N
L
K
い
て
は
資
京
多
数
決
心
的
州
則
ャ
J
つ
唯
持
す
る
こ
；
が
で
き
な
く
な
る
）

伝
い
て
目
株
式
な
多
数
保
有
す
る
ヌ
日
λ

ア」
J

竿
人
一
川
、

1
り
ぞ
れ
に
小
満
な
件
エ
い
は
株
式
会
F

売
却

v

て
ム
ド
ー
か
ら

脱
退

γれ
ば
よ
い
乙
い
う
汽
牛
の
論
遣
が
ど
附
し
て
い
る
。
こ
の
れ
一
認
ア
ぜ
ん
仇
朱
門
れ
に
延
長
十
れ
は
、
従
業
員
古
大
作
土
む
と
向
に
影
響

さ
れ
る
の
は
1
」
吠
で
あ
り
、
他
方
、
従
業
口
は
会
社
り
は
粁
青
空
？
？
七
ず
る
権
利
一
を
叫
し
て
い
な

ρ
こ
と
｛
九
は
る

U
L
古

L
、
会
引
け
経

日
川
を
支
え
る
大
き
ぽ
十
へ
支
打
ζ

L

て
、
体
、
心
処
出
）
〆
γ
資
本
〆
｝
従
業
況
の
山
河
供
4
0
J

る
労
般
ハ
ベ
こ
が
機
能
し
て
h

る
こ
ζ

は
問
、
苦
い

引

な
い
と
も
一
わ
れ
る
〈
と
く
に
、
巾
凱
つ
の
場
合
に
は
従
業
い
れ
の
、
十
人
公
ぃ
…
山
地
位
一
、
い
紋
持
さ
れ
て
お
り
、
従
業
員
利
益
に
係
る
決
議

占
ア
現
に
町
出
し
て
は
r
此
従
長
代
女
及
び
労
働
組
ム
ロ
が
丘
弘
吉
述
、
る
権
恨
を
有
し
ま
ド
を
の
決
誌
に
参
加
す
る
、
ア
こ
も
で
き
る

八
条
一
指
て
ま
た
ム
六
作
経
芦
に
お
け
る
重
大
事
項
に
引
出
し
て
も
従
業
員
及
び
労
働
矧
今
は
長
は
ま
た
は

7
N
パ
イ
ス

三日一

一
条
J

（ハ古一一一

一

i

、、

川市

A
Z

八
条
二
品
取
引
）
以
－

F
ら
す
る
と
、
株
式
会
社
の
取
パ
締
役
及
び
執
行
役
は
業
務
1

br述
べ
る
こ
と
が
で
き
る

ノ父

升ミ
） 

行
に
あ
に
り
従
全
一
同
八
訓
刊
任
中
」
考
府
し
h
h
け
れ
ば
な
ら
ず
、

同
市
事
会
の
慌
告
に
ハ
ぬ
い
て
も
従
業
尚
、
の
刊
伐
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
之
ら
h
h
い

よ
｝
F
3
J
h
t
ノ
っ

f
J
 
さ
ら
に
、

1
株
士
引
衿
治

と
い
う
会
社
法
却
の
伝
統
的
な
担
論
が
い

1
だ
い
工
支
h
a
号
、
え
お
な
と
い
う
一
一
張
市
が
土
訪
で
あ
匂
戸
、

ヤ
一
れ
は
ム
ム
付
、

Jhム
及
び
依
権
者
の
利
訴
を
保
設
L
1
J

る
と
い
う
会
社
法
の
鼠
ピ
回
二
J

A

店
1

）
て
い
る
と
い

4
咽
J

P

ュJA
n
f

門ドf
J知

特
ν
、v
J
f
h
イ
I
J
h
i
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者
保
ザ
持
制
反
と
し
て
、
会
川
引
は
法
ハ
心
咋
f

情
金
b
l

積？
υ
て
云
け
、
れ
ば
な
ら
ず
ヘ
会

七
九
条
）

、
一
新
会
一
六

1
条

－
七
条
（
二
項
、

ポ

六
九
条
項
）

ら
れ
る
ま
た
、
配
ん
H
は
株
ム
下
と
公
社
債
格
者

ι 
日川

業
品
叶
執
行
に
お
い
て
は
慎
桧
再
利
持

む
た
め
に
行
わ
れ
る
も
の
て
お
る
と
慨
す
る
見
駒
山
も
す
る
と
、
益
事
会
心
監
背
に
お
い
と
は
病
室
耳
目
利
尚
一
い
も
考
慮
L
y
h
u
h
れ
は

た
ら
な
い
ご
と
に
な
る
ど
ろ
う

斗
山
山
山
の
呉
乏
な
宗
務
執
行
及
び
恥
配
制
度
の
公
害
策
と
｛
二
、
は
、
慎
一
八
工
な
す
た
わ
ち
株
式
会
位
出
の
応
川
一
原
則
に
則
い
こ
法
人
制

』
T

止
を
構
築
す
る
は
か
な
い
と
ヰ
考
え
る
戸
以
締
役
会
は
経
常

7
7コ
機
関
で
あ
一
り
、
株
玉
総
会
も
余
引
い
の
つ
の
機
関
に
過
ぎ
な
い
－
余

い
号
以
J
一
の
法
体
を
認
め
、
ム
ア
ー
財
P
勾

，r営
旦
が
責
任
主
門
ハ
h

つ
の
は
い
川
の
株
十
十
円
い
対
L
C
で

手

Jコ人
上

は
な
く
会
社
ー
そ
の
も
の
に
川
ア
ご
し
で
あ
り
、
九
五
什
に
汁
1

〆
て
言
引
あ
る
山
川
町
、

v
y
rね
れ

7
2
一
乙
ミ
結
来
的
に
所
干
お
／
「
て
の
仏
土
の

持
汁
リ
廿
が
図
ら
れ
る
こ
と
汁

7）
J
J

がうノブ｛、、

中
京
い
の
は
’
J

刊
会
判
引
に
お
円
る
－
上
ず
れ
辺
町
停
の
川
有
慌
は
百
円
本
が
所
有
す
る
と
J

う
m
川市当

に
長
づ
き
考
案
さ
れ
た
ほ
ー
有
味
、
玉
砕
む
伎
に
お
け
る
特
設
ハ
な
市
日
比
投
び
粁
J

川
口
苦
心
得
質
な
村
主
川
賞
汗
相
反
に
つ
い
て
は
、
戸

γれ
な
排
除

す
る
こ
と
が
必
裂
だ
と
考
え
る
〈
現
行
（
U

H
川
昨
況
は
、
山
旦
日
成
物
な
政
指
に
お
け
る
や
む
を
ミ
な
い
措
自
で
あ
る
し
〈
い
h

つ
考
え
万
も
で
き
よ

う、
ν、
少
な
く
す
L
J
b

将
米
仏
引
に
は
そ
う
h
w
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
c

大
事
健
市
一
弘
ぶ
拡
八
ぱ
一
商
事
法
伴
J

研
究
会
、
九
ハ
ん
べ
ん
U
J
R
R

日
佼
芳
一
会
斗
！
？
ぷ
阪
論
〔
千
万
一
廿
収
〕
」
高
1
4

－
宗
門
付
、
一
、
ハ
、
川
一
立
｝
川
一
八
円
Hυ

－3
一
末
、
点
以
世
相
「
会
計
fc

ム
互
理
と
良
山
岡
（
巾
央
経
済
弘
、
第
一
服
、
一
ハ
＼
ハ
信
一
寸
六
ハ
ハ
C

J
J

九
九
午
に
制
芝
、
れ
h

一
経
汚
泥
約
法
一
一
片
同
柏
丹
、
比
三
じ
凶
作
い
店
七
く
初
吟
亡
中
人
扶
念
が
川

b
吋
4

1

一
刀
、
法
人
、
医
ず

る手不一一

k
制
川
崎
は
一
ア
ベ
ハ
年
制
定
公
れ
？
一
民
可
思
則
で
定
リ
グ
一
、
h
J

れ
て
い
る
c

－J
）
末
、
砂
川
州
政
利
ド
同
に
お
り
匂
コ
ド
レ
1
1卜
カ
川
ナ
〆
ス
｜
｜
中
削
三
世
法
の
引
也
字
一
川
町
呉
川
九
刊
｜
｜
」
法
司
出
品
七
三
持
一
ハ
一
可

～
六
日
ハ
い

h
M
f

一
立
へ
｝
f
y

ん｛
H
Y
－

-
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4
丈
海
「
凶
十
一
ヘ
ー
で
木
小
二
円
化
改
制
フ
一
法
均
一
分
が
（
市
国
政
法
大
学
出
版
社
、
九
止
沢
町
一

旦
ハ
人
三
ほ
合
一
円
有
れ
↑
主
ム
ホ
比
校
法
律
mm完

l
J
w法
院
山
「
仙
、
？
、
ノ
f

J

二
年
－
八
五
貞

行
士
快
一
中
川
日
経
治
改
芋
と
れ

Y
木
清
迎
名
十
円
同
宣
ヘ
リ
J

山
川
版
ム
ヘ
九
九
（
I
J
L
一
円
八
一
コ
〔
C

旦
一
十
ヘ
牢
品

m
e
出
怖
士
、
7
）
八
ハ
h
u

一
い
崎
市
「
J

山干し
A
u
p八
百
改
草
花
ム
円
一
一
一
～
と
沢
一
ム
文
人
尺
山
口
訣
札
、
九
九
ハ
げ
士
山
白

円
支
快
古
初
、

J
b
）
二
司
ペ
ー

宇
和
れ
引

m

M

十
主
h
L

仕
人
点
以
ホ
の
政
状
に
つ
い
こ
一
f
仏
A

伊
豆
「
ず
い
共
主
へ
門
J

C

C

1

）

己

正
J

且
八
べ
ほ
か
・
前
拘
引
三
L
ん

j

一
沿
い
、
九
一
八
七
2

主
に
は
ん
危
の
や
ヨ
草
川
J

主
常
ん
世
心
の
う
九
、
従
汁
者
負
貫
伴
何
度
ふ
一
J

九
工
企
京
忠
七
人
出
乞
訓
ヲ
た
一
い
F
7

二
三
符
日
3

一
川
負
旨
つ
打
制
は
、
一

I
U
八
六
午
か
っ
け
店
街
さ
れ
～
「
合
主
の
改
平
｝
J

泌
化
、
企
業
心
芯
ー
と
F

川

1
7
Q

～
め
の

ω
「
心
長
｛
と
」
一
、
中

門
詔
え
は
一
回

4
1円円九人
r
y
h
A章
、
吋
l

前
一
企
業
活
ハ
以
内
～
長
十
規
J

T

J

に
よ
わ
は
H

、
作
化
さ
れ
A

が、

L

心
境
一
ー
ル
ヘ
ヘ
抗
f

円
に
は
一
人
手
！
内
所

有
山
幸
企
業
の
一
閉
と

up土
R

H
日
恥
比
四
一
一
る
川
出
走
長
一
円
「
ド
g
J
yよい
1
ヘ
ヱ
民
所
有
抗
議
合
主
忌
斗
川
村
官
長
任
制
川
町
仔
条
例
一
、
と

1
7

忠
則
説
｛
止
が
制
定
さ
れ
、
さ
円
一
二
九
人
公
下
に
制
定
三
れ
ι

一
人
ム
以
早
川
－
町
一
百
制
工
品
企
活
法
」
に
お
い
二
法
定
さ
れ
ゐ
に
パ

J

て
い
る
一
二

名、一

ーヘ ー
兵

－〈い
J
）

｛川lソ
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九
円
、
す
京
別
訪
初
、
℃

3
k
向八
I

ヘ日
J

旦ハ人バ
τ
ほ
告
や
前
U
向江一

7
一
九
｝
九
百
円
h
p
J

一
日
～
作
v

一
り
明
前
対

t
S
）
八
士
旦
刀
卜

－
い
川
一
凶
U

奇
r
の
何
位
古
川
附
持
r
A
V
かレ
f

～
～
川
品
め
る
〉
t
v
一つルパ

fwて
あ
る
が
、
伝
市
川
rq中
山
中
で
現
れ
？
問
ア
長
吉
川
流
失
火
ば
涼
刻
附

な
括
管
行
為
之
、
よ
る
量
、
昨
の
バ
少
生
が
ω竹山

h
t？
一
と
ら
f

一
忍
出

L
C宗
き
れ
い
ず
J

削
度
て
あ
る
い
料
λ
へ
百
九
に
口
、
。
て
は
凶
ぷ
刀
抱
円
L
A
囚ムぃ

資
産
が
社
内
山
に
引
込
さ
わ
、
保
仰
の
保
持
一
ひ
｝
は
刈
上
ー
を
ベ
一
め
Q
乙
U

ろ
H
U

吠
を
右
J
J

る
も
の
な
る
が
、
、
れ
は
紙
一
河
川
ソ
江
川
正
保
剤
三
以
「

る
も
の
で
あ
る
い
わ
さ
。
一
引
停
な
い
ー

｛山川

J

己
実
～
世
間
資
斗
心
日
常
可
げ
J

認
i

め
ら
れ
↑
）
～
め
、
会
計
処
一
μ
L
の
に
持
ヒ
、
出
自
A
J
烹
は
可
有
資
会
と
や
呉
山
一
県
資
〈
干
の
’
云
寸
帳
付
川
ハ
ヤ
パ
ん

け
て
作
成
三
ハ
一

7
1
に
ゼ
J

T

が、

V
心
情
的
に
入
る
L

ご
、
れ
は
冷
芝
汁
ハ
人
叫
ん
リ
揺
が
日
ま
さ
れ
に

ι
ル
ザ
J
h一
一
？
る
と
判
別
す
る
え
鮮
が
あ
る
し

ぶ
J

切
れ
い
一
ハ
九
従
JN作
手
同
企
古
川
一
山
F
K古
川
一
一
権
法
王
町
副
総
弟

h

I
ヘ
九
町
一
斗
〕
七
一
一
t
七
二

E
〕
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－
日
）
紫
仮
国
間
干
介
主
法
人
間
4
u
u
枠
的
ー
し
干
同
窓
L

日
例
代
法
J

総
事
｛
ヘ
ヨ
一
一
－
M
札
l

斗
牛
、
ヘ
ベ

E
〕

｛
m
t十
、
現
淀
川
削
V
つ
注
（
工
ル
白
川

（
引
川
～
占
町
一
一
に
デ
尼
ず
令
も
の
で
は
な
い
が
、
企
業
i
？
？
山
い
1
4

え
な
い
乙
い
〕
l

山
記
長
川
昌
吉
持
、
i

－O
J
｝ハハ占向口ー

ふ
）
芯
剖
市
「
附
会
社
中
村
山
、
。
け
ム
在
日
ヘ
山
め
ず
i
l
惟
の
何
心
7
を
め
〆
二
、
」
比
較
法
守
一
在
一
ー
ケ
一
九
九

t
行｝

｛
%
、
一
凶
寸
；
ヘ
弔
ほ
か
刷
出
向
ふ
い
ご
て
バ
J

八ー一ハムザク哨
υ

（
比
一
当
時
♂
凶
志
体
制
弐
牛
丸
丸
一
日
主
の
副
土
ιい
て
あ
う
た
渋
皮
氏
の
イ
ノ
タ
l
J
1
に
吋
ず
る
答
え
で
あ
る
よ

J
2
4

亨：
I
己

氏

問

l
建
υ

現
代
主
主
制
民
的
制
攻
垣
間
忠
｜
｜
訪
問
家
体
改
妥
羽
1

午
14い
両
日
同
お
ー
ー
一
改
草
l

止

論

t
九

以

年

明

日

沢

一

正

河

孔

祥

俊

一

論

詑
捷
一
川
省
庁
A
c
r

九
九
型

ι佐
田
町
八
弘
、
郭
一
厄
院
議

υ
怯
え
一
千
弔
命
山
場
将
－
沿
い
也
伺
に
漆
明
u
y八
ほ
革
玉
有
人
f
f
士
山
町
治
枕
引
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什
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収
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郭
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代
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守
芝
公
川
抗
日
必
併
と
み
目
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ー
だ
れ
囚
立
都
立
川
出
九
文
、
パ
J
b

か
駿
「
諭
日
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代
企
士
一
自
主
的
特
割
引
一
点
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屯
蒋
恥
料
品
川
口
九
間
一

九

九

同

二

八

R

e

F
山
刻
恒
一
山
↓
J

現
代
土
宗
制
民
改
市
的
ニ
制
同
町
辺
」
経
渋
休
制
ー
式
市
九
九
四
牛
第
一
、
羽
川
凶
山
内
川
ハ
政
川
崎
」
目
前
一
予
代

令

系

制

度

防

総

防

究

総

待

問

七

四

ん
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珂ト
h

－
ニ
只
は
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え
た
ん
h
v
t
d
法
人
訟
の
現
代
会
辻
で
あ
る
一
－

M
｝
て
い
念
口
語
表
一
司

代
企
業
制
ロ
ー
的
た
よ
い
梓
獄
」
中
凶
苅
報

1
L
犬
同
と
戸
凶
ハ
い
版
、
志
け
し
i
F
U
U
H
M
且
バ
ヨ
ヱ
ポ
「
ド
阿
久
凶
引
法
人
珂
』
（
本
将
子
引
開
引
、

九
六
八
九
J

（
ド
飛
）
八
ヘ
ノ
ド
、
位
、
士
川
町
出
兵
汗
八
討
し
仕
と
株
式
公
七
が
ん
門
ま
れ
る
1
1
1
v

一
治
～
珪
l
心
宙
］
前
吋
例
代
ハ
ド
た
も
川
忠
一
改
常
ん
J
Y
珂
併
前
一
期
二
八
百
d

－
門
叶
）
川
町
一
代
企
業
の
判
、
川
類
型
法
特
↓
入
会
刊
に
限
る
が
、
同
で
企
栄
辻
革
v

お
い
て
は
、
松
～
ぷ
会
け
へ
の
組
織
百
円
相
の
み
に
柄
、
つ
ず
、
同
右
投
資

会
打
投
び
r
何
日
会
干
へ
心
組
織
っ
探

b
L民
C
川
る
ζ

う

手

叫

J

二
J
刊へ
L
会
d
R
h
J
A
d
七
込
律
形
忠
吟
亙
抗
」
絵
t
了
古
－

M
q八九
μ
大
企

制
改
H
M
F
h
J
J
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怯
仲
山
市
制
一
一
人
民
J
医
院
川
収
仕
、
ニ
パ
）
一
口
一

4
）
六
（
一
目
以
卜

－
m）
改
争
を
へ
＼
か
17f

く
れ
回
、
片
企
業
子
へ
討
凶
へ
〉
祖
私
相
殺
さ
れ
た
た
め
、
同
常
主
主

t
は
平
一
の
げ
在
者
＼
阿
｛
壬
か
ら
凶
京
、
ぜ
ん
及
び

低
人
か
ら
も
資
三
討
議
が
一
付
わ
れ
ハ
ヒ

2
Lト
ば
っ
叱
し
P

」
が
に
、
任
戸
人
3

己
r
俗
的
資
A

t弔
問
及
び
一
品
約
吋
お
L

T

三
三
ハ
十
U

L

」
弘
人
J

h

J

同
心
企
主
で
あ
る
L

解
さ
れ
て
い
る
…
企
需
同
ゐ
資
手
川
抗
告
皆
川
市
」
釘
条
例
」
起
す
小
部
制
イ
γ
ぷ
凶
方
り
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2

…
監
督
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珂
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例
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＋
孔
－

r

中
凶
法
制
人
出
版
判
、

f

ノ
ハ
、
午
F

九
店

-" 
＂~－ 

ι 
日川

へ
一
民

12'. ledごJ"' J、 i）川口い 1332c引"Y_ I i J 



－
引
了
企
業
主
人
町
一
一
だ
げ
と
し
7

口
長
か
明
い
～
背
京
に
は
、
従
求
心
出
会
命
品
川
付
日
権
を
さ
ら
に
浸
透
さ
せ
る
と
と
も
に
国
本
川
十
月
砕
を
砕
い
持

l
、
凶
巳
淀
川
（
心
1

山
内
他
活
情
一
を
会
出
品
さ
さ
令
L
C

い下一色
7
「
か
あ
二
f
L
f

一
ス
ノ
怯
v
h会
中
同
梓
涜
制
広
的
ぶ
訴
l
i
t－
引
佐
川
将
済
仏
向

市
場
枠
湾
人
い
い
ん
川
杭
也
、
九
九
二
’
L
ア
ー
ハ
｛
七
良
一
r

－
Z
r
L緋
軍
ム
ポ
伊
川
二
論
特
別
取
似
品
作
｜
｜
固
有
企
末
法
人
目
立
内
権
制
泣
新
剖
一
一
以
刈
九
九
｜
｜
L

法
J
J
J
論
終
第
一
）
刈
二
一
コ
ロ
ロ
年

、H
ル口（日

（
川
～
へ
nf江
云
市
九
り
小
心
に
よ
る
と
、
へ
パ
パ
L
－
午
、
が
的
ノ
ノ
よ
さ
、
れ
る
以
弓
（
U

J
一伴、

v
h
l
h
渋
川
市
、
羽
心
染
問
及
び
同
務
院
U
関
係
部
門
に
よ
り
制
定

M
A

一
礼
三
一
股
公
有
限
公
」
円
呪
起
日
同
地
一
可
に
mmり
設
す
さ
れ
A

ん
買
い
江
は
ー
行
精
一
三
匂
ニ
ャ
r
L

が
P

き
る
た
だ
し
、
会
社
法
心
J
t
t
b

弓
ぺ
介
し
て

な
い
ん
打
性
は
、
定
げ
の
ム
れ
に
円
山
間
一
司
に
人
代
性
法
〉
史
件
ん
ν
一
件
流
入
す
二
、
ー
に
｝
J
h
o
け
れ
ば
な
九
な
い

（刊
J

～
中
凶
会
日
寸
IJA
ば
山
門
阪
会
社
の
出
立

5
1｝
株
パ
人
公
升
の
山
刊
誌
υ
？
と
続
人
n

J

、
「
股
京
」

L
1っ
店
詰
zp一
見
し
て
い
る
が
、
本
部
の
牧
討
山
川
保

は
林
べ
え
い
江
ご
も
る
た
め
、
紙
工
f

一
う
す
王
手
乞
仕
ふ
こ
と
こ
じ
る
ι
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r
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一
二
位
三
！
？
1
J
V
W
研一仇
J
3
ム
J
「
川
有
企
業
防
事
会
百
円
行
主
的
一
が
公
布
さ
れ
る
と
と
払
に
本
全
的
は
N
U
止
さ
れ
た
c

－持

h
w
ハ
、
同
午
に
止
が
八
橋
山
川
↓
託
収
怜
白
限
f
t
u
V
4
h
b古
牛
し
に
が
、
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の
松
え
は
一

l
E償
混
同
制
限
乙
r
J
h
w
？
む
の
て
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た
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A

叩
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よ
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範
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だ
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V
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れ
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梨
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仁
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司
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収
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↓
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烈
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↓
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劉
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什
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古
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滑
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；
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叶
第
則
同
l
l

一
九
寸
ペ
ド
ア
大
相
，
日
午
埠
J

t

h
壮
一
二
！
ハ
勺
れ
が
あ
る
J

叫
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あ
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司
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、
石
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川
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位
、
九
九
十
川
庁
一
一
川
一

（
判
～
出
正
、
完
治
米
論
一
肢
末
的
役
格
ト
j
公
司
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ヘ
肘
存
権
託
学
評
論
礼
町
第
八
則
一

7
仏
品
川
山
守
f
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町
有
株
、
股
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股
社
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中
川
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え
大
工
乍
知
一
九
九
へ
午
第
二
羽
有
ヘ
ド

｛
れ
、
部
昨
一
日
町
出
ん
叫
ん
t
h
y
U
円
以
山
市
克
也
」
丸
山
際
司
出
正
弘
f
一
ん
ハ
J
、
ケ
ヤ
一
一
一
一
民
一
六
川
ぺ

（円
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十
一
怯
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股
作
性
ι
買
論
説
」
此
仏
両
軍
↓
月
九
同
午
第
一
則
六
三
弓
ぃ

戸
川
け
）
声
明
応
ぬ
い
せ
れ
・
前
掲
侍
戸
パ
川
一
九
店

｛付、

γ人
誌
単
一
一
民
江
総
訟
』
ヘ
ム
」
古
川
庁
小
川
沢
辻
、
九
化
ハ
イ
ニ
六
引
当
J
H
H
r
一
誤
依
泌
前
提
正
中
川
）
七
七
一
七
七
白
は
、
叫
J

i

μ
？

？
円
一
h
一
権
と
が
1
、
将
E
は
所
信
者
一
し
二
引
ヤ
ヤ
出
ど
を
そ
汁
匂
惟
山
口
ハ
J

あ
る
、
、
い
よ
公
判
中
山
仏
第
凶
世
出
戸
、
パ
ソ
丸
山
疋
に
つ
し
ご
」
れ
喜
一
件
土

いい一ベノ勺控
ν

併
1
J

？
ご
っ
、
凡
で
、
持
一
は
け
右
五
｝
1
U

ノに持
mub
一
一
円
下
ん
す
や
1

」1
1

つ
版
初
来
削
付
注
ヘ
犯
ヤ
ハ
J

）
ハ
八
円
は
、
げ
十
行
持
市
【
及

び
佑
い
桂
説
で
は
株
、
I
慌
の
本
引
を
み
一
一
一
右
い
！
〕
リ
ー
ノ
社
員
惟
ぷ
γ
探
｝
ム
〔
ア
刀
、
そ
れ
に
引
f
一公叩世史酬し
r
一
応
洋
八
、
わ
七
ト
J

ズ
る
に
円
河
川
町
ん
ー
に
怖
い
し
一
併
子
る

－
u
r
F
η
パ
伝
佼
o

d

川
出
伺
沖
－
社
）

t
同
店

一
村
～
古
山
ハ
伝
川
県
・
刷
持
作
一
い
一
七
八
j

一

－
打
一
町
J

木
初
等
ヱ
ト
州
司
肌
収
お
妊
治
学
ぷ
岨
ー
ヘ
中
国
当
業
出
版
辻
、
九
九
川
r
土
仁
川
耳
、
」

ヘ川刊
J

口
出
つ
山
仁
川
出
呆
－
F

削出向
L
J
一川知一
L

九
己
、
河
口
孔
祥
佼
e

－
山
拐
汗
（
山
川
）

L
E
h、
、
後
日
昼
e

－
削
指
注
（
叫
）
五
ヘ
ム
店
、
川
パ
一
六
は
刀
・
前

訓」
i
一7

ムハ一斗汀ハ
o

－日）

r
L
緋
軍
ム
ポ
伊
人
。
削
指
洋
一
品
一
八
川
は
と
一
－
H
定
」
て
は
、
一
〔
枠
」
、
－
い
ド
ノ
山
口
山
が
い
用
い
ア
れ
て
い
る
が
、
京
柱
は
法
律
山
諸
F

仙い

一はいノ
y

一
心
解
釈
に
お
い
亡
訣
一
市
パ
為
勺
も
む
の
も
多
ノ
小
山
ぷ
J

点
は
川
州
北
L

一
い
ほ
の
桝
釈
を
1

ご
に
い
る
「
例
、
九
山
、
洪
白
。
前
品
川
～
引
二
二

占
耳
、
は
、
存
権
は
川
士
什
椛
か
っ
分
離
、
λ

れ
L
4
U
7
お
り
、
円
有
冷
芝
（
U
場
汁
、
山
間
京
、
山
れ
判
A

併
は
同
γ
れが

h
L、
産
権
は
川
曲
家
の
い
山
北
川
市
が
」
f

j

人口刊た

諜
悶
が
右
F

J

？

併

L
て
い
る
味
川
崎
松
公
川
リ
ワ
国
ー
一
で
江
主
改
Y4研
究
”
は
片
山
↓
出
版
性
川
、
二
一
）
〕
一
つ
年
J

二
六
い
は
、
主
権
は
九
十
一

位
け
が
討
す
h
に
H
M
1
J

土
付
F
る
持
列
h
v
h
r
名
で
の
h
h
，
、
町
峠
＃
有
ノ
什
引
い
そ
っ
付
産
を
苅
川
寸
寸
る
に
為
P
J
J

て
μ

h

v

一〈J
再
土
品
こ
の
佐
川
刊
、
表
務
及

乙
安
打
ど
め
ぐ
F
Q
i山崎川間一
h
m
u

エ式1
J

て
い
る
〉
押
山
手
、
L
F勺）

戸
川
）
江
引
孔
持
品
吃
・
前
掲
侍
戸
川
ゴ
ヘ
民

山
一
白

九
九
七
’
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八
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、
決
別
平
前
公
吋
酎
f
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川
一
凶
U

企
業
、
お
ー
い
rh
田
家
計
企
業
v
バ
乏
一
心
↓
川
ム
一
惟
を
方
r

L

、
江
主
v
o
h
j
半
の
経
常
管
川
に
つ
L
J、
は
吋
村
山
者
に
去
わ
る
こ
L

一
で
あ
る

へ
り
y
J

汗

ゃ
F

削
拘
汗
一
刻
、

U

L

R

一日
ν

」r
J
毅
駒
法
人
日
度
的
荒
本
医
舟
祁

L
U
I
V
U
之
死
寸
n

r

：
一
叫
ん
イ
評
論
紋
章
一
ム
八
叶
r

（
一
八
ノ
／
ノ
同
h

）
五
九
も
、
合
引
J
一
第
凶
条
の
併
引
か
ム
寸
匂
乙
汁
ハ
人
財
産
権
に
は
州
有
権
予
今
末
、
れ
な
川
と
指
摘
7

い
て
い
る
f

～
の
よ
7

な
併
釈
に
い
河
し
、
出
企
マ
削
指
洋
一
社
一
と
は
、
現
代
介
主
制
－
A
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摘
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＼
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什
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古
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什
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史
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古
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仙
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仁
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叩
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司
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叶
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叫
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－
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仏
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｛
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司
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司
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什
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＝
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右
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什
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叶
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収
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｜
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双
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叩
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